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「お前とはもう会わない」

　言われた意味が、すぐには理解できなかった。

　高校の三年間、おなじクラスだった男、藤堂とうどう寿鷹ひさたかとは、友達だった。セックスもする男を友達と呼んでいいものなのか、壬生みぶ千尋ちひろはわからない。

　ただ、周囲は自分達のことを友達と認識していた。

「それって、俺とは縁を切るってこと？」

　口から出た言葉は、ひどく擦れていた。喉が渇いているわけでもないのに、声が張りつく。

　退寮手続きを済ませた部屋には、ボストンバッグが一つあるだけ。三年間の寮生活は、今日で終わりだ。

「そう思ってくれてかまわない」

「なんだ、それ……」

　ほんとに意味がわからない。突然すぎて、思考が追いつかない。

　千尋から友達を作りたいと思ったことは、人生において一度もない。ひとりでいるほうが煩わしさもなく、気楽だから。

　近寄ってきたのは、寿鷹のほうだ。

　実家はヤクザな家業で、将来は組を継ぐ跡取り息子。本人は隠しもせず、等身大の自分をさらけ出していた。

　入学式で会ったとき、すでに一八〇を超えていた身長は、周囲より頭一つ飛び出ていた。制服を着ていても、その体躯が同級生の誰よりも逞しいことは一目瞭然だった。

　人懐こい笑顔で誰とでも気さくに喋る寿鷹は、あっと言う間にクラスの中心的存在になった。

　その寿鷹に、金魚の糞のように引っつかれていたのだ。友達を作った覚えはなくても、千尋の周りは寿鷹を中心に、いつも賑やかだった。無口で無愛想な千尋といてなにが楽しいのか、寿鷹はどこへ行くにもついてきて離れなかった。

「お前らってまるで太陽と月だな」

　そう言ったのは、クラスメイトの誰だったか。

　寿鷹とは三年間おなじクラスで、寮でも同室だった。

　千尋に男同士のセックスを教えたのは寿鷹だった。やりたい盛りの高校生。人里離れた寮生活とくれば、男同士で抜き合う奴らは珍しくなかった。セックスまでしていたかどうかは、わからないけれど。

　初めこそ誘ったのは寿鷹だったが、馴れてしまえば発情するたび、どちらからともなく身体を繋げるようになった。

　けれども相手が誰でもよかったわけではない。少なくとも、千尋は。

　ただの性欲処理でも、相手が他の男なら指一本触れさせなかった。

　寿鷹だから、許した。

　寿鷹だから、最後まで受け入れた。

　なのに終わりは、こんなにも呆気なく訪れるなんて、青天の霹靂だ。

「じゃあな。元気で」

　バッグを手に部屋を出ていく寿鷹に、かける言葉は見つからなかった。

　これで会うことは二度とない。

　そう思うと、胸がズシリと重くなる。

　なのに、なにも言えない自分がひどくもどかしかった。

　こうして千尋の高校生活は、苦々しく幕を閉じた。
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　都内の繁華街。

　陽が沈み始めるとともに賑わいをみせるこの一帯は、平日も休日も関係なく人が溢れている。

　条例が改正され、表立った客引きはないが、居酒屋やホストクラブに客を誘う男達があちらこちらに潜んでいる光景は日常だ。

　メインストリートを抜け、脇道にそれたビルの地下一階にある〝ＢＡＲバー ＭＩＳＥＲＹミザリー〟が千尋の店だ。

　カウンター十席の小さな店だが、一年前にオープンしてから、今のところは順調だ。

　ジャズが流れる店内に、グラスの液体を鮮やかに演出するダウンライト。一流の男達が集う隠れ家バーとして雑誌に紹介されたのがきっかけで客が増え、リピート率も高い。

　店の経営は黒字だが、最近悩みの種がひとつできた。

　夕方五時のオープンに合わせて、一時間前に出勤する。店に続く地下階段を下りる千尋はそれを目にした途端、ため息をついた。

「また今日もか」

「千尋さん、おはようございます。はい、また今日もでした……」

　眉根が下がり、困った表情を浮かべるのは、スタッフの鈴すずだ。千尋より三つ下の、二十二歳。求人募集をかけたところ最初に電話をかけてきた。大学を卒業したものの、就職活動に失敗し働き口を探していたところだったという。

　清潔感があって可愛い顔立ちが目を惹いた。愛嬌のある笑顔は客に好かれる。面接でひと目見た瞬間、直感で鈴を雇ったのは正解だった。

　笑顔が得意ではない千尋とは逆に、鈴は人当たりも良い。客に誘われても当たり障りなく断ることのできる如才なさがあり、頼りになる存在だ。リピート率の高さは鈴のおかげだといっても過言ではないだろう。

「証拠写真は撮ったので、片付けちゃいますね」

「いつも悪いな」

「なに言ってるんですか。悪いのは千尋さんじゃありません。シャングリアの奴らの仕業なのは間違いないのに、警察は当てにならないし、ほんとタチの悪い嫌がらせですよね！」

　鼻息を荒く店に引っ込んだ鈴は、掃除道具を手にして戻ってきた。

「ぼくがやっときますから、千尋さんはオープンの準備を始めてください」

「それじゃ、ここは頼む」

「はい」

　店に入った千尋の口から、またひとつ、ため息が零れた。

　今日で一週間。毎日飽きもせず、店のドアの前にゴミを撒き散らす陰湿な嫌がらせが続いていた。犯人の予想は付いている。千尋の脳裏に、「バー・シャングリア」の連中の顔がちらついた。

　ラグジュアリーな雰囲気のバー・シャングリアは、千尋の店の向かいに先月オープンしたばかり。華美な店構えからは敷居の高さが窺えるが、表通りなら馴染むだろう外観も、裏通りでは悪目立ちしていた。

　シャングリアの店長が挨拶へきたとき、その後ろに、チンピラのような男がいた。着崩したスーツはだらしなく、千尋を値踏みするかのように、蛇のような目にニヤついた笑みを浮かべていた。裏の世界に身を置いているのは明らかだった。

　店長の指示なのか、ヘビ男の勝手な行動かは不明だが、ゴミの中に店名入りの書き損じた伝票があった。

　警察には届け出たが、解決はしていない。

　ゴミの不法投棄は、決め手となる証拠が必要だ。たとえシャングリアのゴミでも、千尋の店前にそれを散らかしたのは、シャングリアの人間とは限らないからだ。

　ゴミ集積所から誰でも持ち出せるゴミは、近隣の嫌がらせを装った怨恨による犯行の可能性もあると指摘された。

　地域のパトロールを増やすとの対応で終わったが、なにひとつ問題は解決していないのが現状だ。

　店内に掃除機をかけて、モップで床を磨く頃、ゴミを片付け終えた鈴が戻ってきてイスとカウンターを拭く。

　オープン十五分前に、店の制服に着替えてカウンターに立つ。

　シャツにボトムス、ロング丈のエプロンは黒で統一している。暗めの間接照明に溶け込むのがいい。

「いらっしゃいま……なんだ、お前か」

　ドアが開き、最初にやって来た客は、友人の塚本つかもとだった。

「俺だとわかったときのその態度、客で来たのに失礼なやつだな」

　ぶつくさ言いながら、いつも座るカウンターの端に腰を下ろす。

　塚本は、月に一、二度、仕事帰りに飲みに来る。高校の同級生で、クラス委員や生徒会長をやっていたマメな性格の男だ。人付き合いに興味のない千尋にしては珍しく、卒業しても交流が続いているのは、こうして彼のほうからやって来るから。なんだかんだと、付き合いは七年になる。

「塚本さん、いらっしゃいませ」

「鈴ちゃん、こんばんは。誰かさんと違って、今夜も可愛いね」

「ありがとうございます。千尋さんは可愛いというより、綺麗ですもんね。おしぼり、あたたかいうちにどうぞ」

　にこりと笑う鈴は、塚本におしぼりを手渡す。

「そういえば塚本さん、弁護士さんでしたよね？」

「そうだよ。なにか相談したいことでもある？」

　塚本の相手は鈴に任せて、カクテルを作る。

　オーダーを聞かなくても、彼が飲む酒はいつもおなじだ。

　シェーカーにブランデーと生クリーム、クレーム・ド・カカオをカクテルメジャーで測り入れ、シェイクする。カクテルグラスに注いでナツメグを振りかけたそれを、カウンターへ置く。

　香りはチョコレートケーキのようだが、アルコール度数は二十六％とかなり高めだ。ビールのおよそ五倍の度数だが、疲れたときに飲む甘いカクテルは身体に染み渡る。

「サンキュー」

　礼を言う塚本に、チャーム――居酒屋でいうところのお通しだ――をサービスで数種類置いてやる。ドライフルーツにナッツにチョコレート。フードメニューもあるが、塚本はいつも酒を二杯飲んだら帰る。長居はしない男だ。

「実は十日続けて、店の前にゴミを撒き散らかされて困ってるんです。警察には相談したんですが、なにも解決しなくて。どうしたらいいか、アドバイスをもらえたら助かります」

「ほんとか？」

　鈴から聞いた話を確認するように、塚本がこちらを見た。

「大したことじゃない」

「千尋さん、警察はあてにならないから、塚本さんに頼りましょう。弁護士さんですし、そのほうが絶対にいいです」

　鈴はそう言うが、相手はヤクザと関係している店だ。塚本は弁護士だからこそ、余計な迷惑をかけたくなかった。

「なんですぐ相談しなかったんだ。水くさいぞ」

「そのうち飽きるだろ……いらっしゃいませ」

　ドアが開き、二人組の客が入ってきた。これ以上話す気はないと、新しい客の接客につく。

　塚本はしばらく鈴が相手をしていたが、二杯目の酒を飲み干すとおとなしく帰っていった。
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「いらっしゃいませ」

　塚本が店を後にしてから数時間後。ドアが開き客の顔を確認した途端、千尋は眉間にシワが寄らないよう、意識して表情を作った。

「ああ？　歓迎してないって顔してやがるぜ。この店は客を選ぶのかぁ？」

　一度しか見ていない顔だが、忘れもしない。シャングリアのヘビ男だ。

「もともとこういう顔をしていますので。お好きな席へどうぞ」

　客として来店したヘビ男は、派手な柄シャツに金の太いネックレスを身につけ、一昔前の任侠映画に出てきそうな、いかにもチンピラっぽい格好だ。

「どうするかな。まずは俺のイメージで一杯いっとくか」

「かしこまりました」

　常連客なら、ベースとなる酒の好みから客のイメージに合うカクテルを作るが、どうしたものか。

　ヘビ男と会うのは、シャングリアの店長と一緒に挨拶に来たとき以来だ。見たままと言うべきか、がさついたダミ声は耳障りで、感じの悪さが人相に出ている。

　考えながらも、ウォッカをベースにホワイトキュラソーとライムジュースを同量、シェイクしたカクテルを氷を入れたグラスに注ぐ。

「どうぞ。カミカゼです」

　アメリカ生まれのカミカゼは、味の切れの鋭さが日本海軍の神風特攻隊を想起させるとして名付けられた。

　ホワイトキュラソーの苦みばしった味が印象的で、鋭い口当たりだ。

「カミカゼって、あれだ、ほら。戦闘機ごと艦船に突っ込んでくあれだろ？」

「ええ」

　攻撃隊というイメージでカミカゼを作ったが、ヘビ男はどうやら気に入ったらしい。

「へえー。あんたの目から見た俺って、潔くて男らしいってことか」

　流し目を寄こしてくるが、スルーする。会ったばかりで、潔い男かどうかなんて、わかるはずもない。

「爽やかな味だな。飲みやすい」

「ありがとうございます」

　てっきりカクテルに難癖をつけるのが目的かと身構えたが、予想は外れた。

　だが、休憩を終えた鈴がカウンターに戻るや否や、ヘビ男の顔がニヤついた。

「おう、俺だ。お前好みのかわいい子がいるぜ」

　スマートフォンでどこかに電話をかけたかと思えば、通話をしながら、鈴を見てニヤニヤしている。

　店内は通話禁止ではないが、小さな店だ。大抵の客は周囲に気を遣い、店外に出て電話をかける。

　マナーがいい客ばかりとはいかないが、鈴をネタにした電話は、あからさまな嫌がらせだ。こちらの出方次第で、事を荒立てる気満々という策略が顔つきに出ていた。

「今すぐ来いよ。紹介してやるから」

　鈴が、どうしますか？　と目配せしてくる。店内には、他に二人連れのサラリーマンと、一人で飲みに来た常連客がいる。

　サラリーマン達はカウンターに書類を広げ、自分達の会話に熱中していてこちらの様子には気づいていない。

　もうひとりの客は、居心地悪そうにハイスツールに座りながら尻をもぞもぞ動かし、落ち着きがない。帰ろうかどうしようか、迷っている様子だ。

　店内で通話をしているだけでは、警察に通報したところでなにかあれば連絡してくれと言われるのがオチだ。実際になにかあってからじゃないと、警察は動かない。

　度を超した客が来店したときに一度通報したことはあるが、緊急性がないことから警察は動いてくれなかった。

　だが、今の時点で他の客を居心地悪くさせているのは事実だ。このまま客を帰してしまっては、不快な気持ちのまま店を後にすることになる。せっかく来店してくれたのに、それでは申し訳ない。

「こちらはサービスです。よろしければどうぞ」

　表情を曇らせている客に、チーズを盛り付けた小皿をだす。ヘビ男のせいで居心地悪くさせているから、せめてものお詫びだ。

「いいんですか？」

「いつもご来店くださるので、感謝の気持ちです」

「ありがとうございます。この店は雰囲気もいいし、ひとりで飲みたい夜にはよくて……って、すみません。店側としたら、友達とか連れて来いって感じですよね」

　焦ったように男は言う。

「いえ。お客様のように、おひとりでゆっくり飲みたい方は多いので、これからもどうぞおひとりで飲みに来てください」

　十人も入れば満席になる小さな店だ。ふらっと仕事帰りに一、二杯飲みに来てくれる客の方が、回転率はいい。

　鈴のように愛想良くとはいかないが、千尋なりに笑みを貼りつければ、男は相好を崩した。

　問題は、ヘビ男をどうするか。

　通報するには微妙なラインだ。そこをわかって攻めてくるのは、さすがチンピラと言うべきか。こういった行為に慣れているのが窺える。

　鈴はヘビ男を横目に、涼しい顔で黙々とグラスを磨く。合図すれば、警察へ通報すべく裏へ引っ込むが、今の段階ではたとえ電話をかけたところで意味をなさないと鈴もわかっているから黙秘している。

　このままヘビ男を野放しにしては、せっかく気を取り直して二杯目の酒を愉しんでいる常連客に申し訳ない。

　どうしようか考えているところに、店のドアが開いた。

「いらっしゃいませ」

　入り口に目を向けた途端、嫌な予感しかしない。

　来店客はヘビ男の姿を見るや、「うっす」と挨拶しながら、カウンター席へやって来た。

　ヘビ男はまだ通話中だが、やって来た男の肩を叩き、自分の隣に座らせた。

　電話中のヘビ男に頭を下げた男の髪は、ブリーチ剤を使って自分で色を抜いたような、明るい金髪だ。柄シャツにハーフパンツ姿は、ヘビ男と似たり寄ったり。

「ビールで」

　ヘビ男の隣に腰かけた金髪男のオーダーに、千尋は「申し訳ございませんが」と年齢が確認できる証明書の提示を求めた。

　童顔というより、幼さが残る顔はおそらくまだ未成年だ。高校生どころか、ヘタをしたら中学生かもしれない。本人はよくても、罰金が科されるのは店側だ。未成年者に酒は出せない。

　自分が未成年のとき、一滴も酒を飲まなかったのかと問われたら目を伏せてしまうが、こうして店をやっている以上、見過ごすことはできなかった。

　ヘビ男の連れならなおさら、どこに罠が仕掛けてあるかわかったものではない。危険は避けるに限る。

「そんなん持ってねえよ」

「免許証や保険証など、持ち歩いていませんか？」

「ねえよ。つうか、俺二十歳だし、タバコも酒もオッケーなわけ」

　男は見せつけるように、胸ポケットから出した煙草を一本口に咥えて火をつけた。

　二十歳と言われても、証明するものがなければ信用できない。見た目年齢はどう高く見積もっても高校生くらいだ。声変わりこそしているものの、声のトーンからして幼さが感じられた。

「申し訳ありませんが、証明するものがない以上、アルコールをお出しすることはできません。ソフトドリンクはいかがですか？」

「そんなガキが飲むもん、飲めるかよ」

　いやいや、大人だってソフトドリンクは日常的に飲んでいると突っ込みたいが、客相手なので心の内だけに留めておく。

「つうか、バーなのに、客に酒をださねえとかあり得ねえだろ」

　と言われても、だせないものはだせないのだ。

「おう、どうした」

　鈴を見ながらニヤニヤと通話していたヘビ男が、電話を終え、こちら側に顔を向けた。

「兄貴、聞いてくださいよ！」

　この数分のやり取りを店中に響く声で説明するものだから、話に熱中していた二人組のサラリーマンも、何事かと意識がこちらに向いてしまった。

　場の空気を察した鈴が、「おかわりはいかがいたしましょう？」とサラリーマン達に微笑んだ。グラスが空になりそうな二人は、鈴の言葉に次の杯をオーダーした。

「なんだよ。あっちの客には酒をだして、俺にはださねえのかよ」

　という金髪男の言葉に、サラリーマンの一人が、「未成年者にアルコールはだせないだろ」と口にした。こちらが強くでられないから、助け船をだしてくれたようだ。

「ああ？　馬鹿にすんじゃねえ。俺は二十歳だ！」

「なら、平成何年生まれだ？　生まれ年の干支は？」

　もう一人のサラリーマンが、たたみかけるように言う。

「そ、そんなもん、関係ねえだろっ」

「嘘をつくなら、咄嗟に計算できる頭を持ち合わせてないとな」

　こめかみを指先でトントンと叩き、からかいを含んだ口調で言う。

　さすがに今の言い方は行き過ぎだ。案の定、金髪男は顔を真っ赤にして勢いよくスツールから降りた。

「てめぇ！　売られたけんかは喜んで買うぜ！」

「おう、それでこそ男だ」

　金髪男が息巻き、ヘビ男が横から合いの手を入れる。これが目的だったのかわからないが、店内で暴れられては困る。

「お客様、店内ではお静かに願います」

「だとよ。静かに飲もうぜ」

　これで終わりだとサラリーマン達は鈴の作ったカクテルに手を伸ばす。が、そう簡単にことを終わらせるわけがないのだ。

「なんだ、兄ちゃん達よ。こんなガキにけんかで負けんのが恥ずかしいってか」

「なんだと？」

　ヘビ男の挑発に、サラリーマンの一人がいよいよスツールから降りた。

「おい、やめとけって。明日のプレゼンに痣のある顔はマズいぞ」

　もう一人のサラリーマンがさすがに止めに入るが、大丈夫だと手で制した。

「痣なんか作るかよ。ジムで鍛えてるしな」

　引く気のないサラリーマンに、「お客様……」と諫めるが、聞く耳を持たなかった。

　互いに一歩、二歩近づけば、広くはない店内だ。向かい合う二人はどちらも引かない。

　ここでけんかになれば、間違いなく警察沙汰だ。器物破損はおそらく免れない。けんかした二人は、懲役または罰金ということも十分にあり得る。

　ヘビ男達は正直どうでもいいが、サラリーマン達は仕事帰りに飲みに来ただけだ。警察沙汰になるなんて、思ってもいなかったはず。

　今ここでけんかになったら、それこそプレゼンどころではなくなってしまうだろう。

「すみませんが、店内でのけんかはおやめください」

　カウンターから出て二人の間に入るや、「千尋さん！」と鈴の声が聞こえたときには、床に尻餅をついていた。

「っ……」

「てめぇは引っ込んでろ！」

　金髪男に手で払われ、咄嗟のことに踏ん張れなかった。尻も痛いが、頬が熱い。ヘビ男のゴツい指輪が頬に当たったらしい。頭もグラグラする。

　あいにくと、けんかは一度もしたことがない。こういうとき、どう仲裁すれば止められるのかわからないのが情けなかった。

　――そういえば、前にも似たようなことがあったっけ……。

　意識はあるのに、ぼやけた思考は過去を遡る。

　高校に入学してすぐの頃、他クラスの男子に告白された。断れば逆上され、突き飛ばされて尻餅をついた。その様子をたまたま通りかかった寿鷹に見られ、千尋は尻餅をついたまま、二人が殴り合いのけんかをするのをただ見ていることしかできなかった。

　それが切っ掛けで、寿鷹が声をかけてくるようになった。気づいたら金魚の糞状態になっていたのだ。

　それからもちょくちょく寿鷹はけんかをしていたが、負けたところを見たことがない。実家はヤクザだと開けっ広げに話すのを聞いたときは、なるほどと納得したものだ。

　あのときと今では状況も違うのに、尻餅をついた状況がおなじせいか、思い出してしまった。

　ふとした瞬間に蘇る記憶には蓋ができない。センチメンタルな気持ちが胸に流れ込み、心がざわつく。

　――今はそれどころじゃないのに……。

　あれから七年も経つのに、まだ忘れることはできない。

　性欲処理のためにしていたセックスなのに、自分の体を無防備に相手にさらけだす行為だからなのか、いつの間にか情が生まれていた。

　だから彼は千尋にとって、特別な存在になった。それが今は恨めしい。

　情なんていらない。

　そんなものは心を重くするだけだ。

　この七年、体が疼いてどうしようもない夜は何度もあった。自分で慰めても物足りなくて、それでも、他の男とセックスしてまた情が生まれたらと思うと、誰かとセックスする気にはなれなかった。

　女性とそういう行為ができないと気づいたのは、高校を卒業してから。はじめてのセックスが男だったせいか、もともとそういう質なのかわからないが、女性に欲が湧いたことは一度もない。

　自分は、どこかが欠けているのだと思う。

　ホステスの母と、ホストの父。両親の口喧嘩は毎日絶えず、互いに浮気して、千尋が小学生のときに離婚した。母は家を出ていったきり、一度も会っていない。

　父の恋人は何人もいた。家に女性が出入りするたび、父の部屋やキッチン、あるいはバスルームから聞こえてくる女性の喘ぎ声に耳を塞いだ。

　家にいたくなくて、寮のある高校へ進学した。そこで寿鷹に出会った。

　――もう二度と会うことはないけれど……。

　また思考に耽ってしまい、脳内をクリアにすべくかぶりをふる。

　目の前では金髪男とサラリーマンがまだ睨み合っていて、どちらも引く気配はなかった。

　もう一人のサラリーマンは、止めても無駄だと諦めたらしい。万が一のための証拠を撮ろうとしてか、スマートフォンを構えていた。

　常連客を非難させた鈴が、警察へ連絡するかどうか、目配せしてきた。ヘビ男達だけなら頷くが、巻き添えを食ったようなサラリーマン達には、できればこのまま何事もなく帰ってほしい。

　ヘビ男だけがひとり楽しそうに、千尋の作ったカミカゼをちびちびと舐めていた。

　なんとかしなくては。けんかをしたことがないからなんて、言い訳にもならない。

　こんなときに手腕をふるってこその経営者だ。

　腹にグッと力を入れて立ち上がった千尋は、ふたたび二人の間に入ろうと歩み寄る。

「おっと。こっからがいいとこなんだ。邪魔しないで見守ろうぜ」

　すかさずヘビ男が千尋の前に立ちはだかった。

「店内でけんかをするなら、警察を呼びます」

　店中に聞こえるよう、凜とした声で言う。

　動画を撮影しているサラリーマンが、警察という単語にビクッと反応した。

「けんかはやっぱりマズいだろ。明日は大事なプレゼンがあるし、今夜は帰ろうぜ」

　金髪男と対峙するサラリーマンにそう言うが、アルコールが入って気が大きくなっているのか、相方は帰ろうとしなかった。

「いやー、こっちの兄ちゃんは男気があるな。こんなガキに尻尾を巻いて逃げ帰ったら、それこそ男の恥だよな」

　煽るヘビ男は、店内でけんかをさせる気満々だ。警察沙汰になったら自分達も無傷で済まないというのに、強気な態度だ。

　未成年者を相手にして、分が悪いのはサラリーマンの方だ。それを狙っているのか、ヘビ男は口だけで、いっさい手を出していない。

「おっさん、けんかなんてしたことねえだろ。手加減してやるから遠慮せずにかかってこいよ」

　金髪男が中指を立てて相手を煽る。それを合図にしたかのように、サラリーマンが拳を握った。緊迫した空気の中、握った拳を構えた瞬間、千尋は咄嗟に叫んだ。

「先に手を出したらダメだ！」

　二人の間に入ろうとしたのと、出入り口のドアが開いたのはほぼ同時だった。

　このタイミングで来店した客に、皆の視線が一斉にそちら側へ向く。

　三つ揃いのスーツを着こなした男だ。初めて見る顔だが、どこか既視感を覚える。男は店内をザッと見るなり、千尋のほうに歩いてきた。

　まっすぐに向かってくる男の視線は、千尋を見つめている。近づいてくるにつれ、男の容貌がよりはっきりと見えてきた。

　くっきりと刻まれた二重に、切れ長の瞳。射貫くような視線で相手を見るその目には、覚えがあった。

　――もしかして……。

　心臓がドキッと音を立てた。脈が速くなり、少しの息苦しさを感じて、意識してそっと息を吐きだす。

　男から目を離せずに固まっているのは、千尋だけではない。店中の客が、息を呑むのがわかった。

　圧倒的な存在感を放つ男は、七年経っても変わらない。それどころか、七年という歳月は大人の色気を纏い、さらに男らしく、逞しく成長させていた。

　千尋の前に立ちはだかっていたヘビ男が、近づいてきた男を避けるように後ずさった。

「その頬はどうした」

　千尋の目の前で立ち止まった男の手が、千尋の頬を拭うように撫でた。

　空気がふわりと動く。

　漂ってくるのは、スパイシーな香りと、爽やかさを感じる男の匂い。

　撫でられた頬が熱く、体が火照る。

　重低音の声に鼓膜をくすぐられ、ぼうっとなってしまう。

　――こんな声だったっけ……。

　最後に見たときよりも背が高く、記憶よりも大人びた寿鷹が、目の前に立っていた。

「さ、最初の第一声がそれかよ」

　緊張で声が震える。

「ああ。お前の体に傷をつけていいのは俺だけだ」

「なっ……なにバカなこと言ってんだ！」

　思わず周囲を見回してしまう。

　鈴は、来客が千尋の顔見知りだと察したらしい。寿鷹の常人離れした気配に大丈夫だと判断してか、避難させた客を元の席に座らせていた。

　金髪男と対峙していたサラリーマンにも声をかけている。

　カメラを構えたサラリーマンも、相棒の肩をたたきながら、元の席に戻った。

　こちらは大丈夫ですと目配せする鈴は、店内の雰囲気を変えるべく、ジャズから静かなクラシック音楽に切り替えた。千尋ではそこまで気が回らない。空気を読むのが得意ではない千尋は、鈴のこういうところに感心するのだ。

　店内の雰囲気が張りつめたものから、落ち着いた空気へと変わっていった。

　金髪男はチッと舌打ちして、居心地悪そうにヘビ男からの合図を待っている。

「こいつに傷をつけたのはお前か」

　気圧されているヘビ男は、寿鷹の声にハッと我に返ったようだ。

「誰だ、てめえは」

　眉間に皺を寄せ、見上げるように寿鷹を睨む。瞬間、寿鷹の手が動き、ヘビ男はビクッと後ずさった。

　寿鷹は、ネクタイのノットに指をかけてそこを緩めただけだ。

　ビクついた自分が恥ずかしくなったのか、ヘビ男の顔が真っ赤になった。

　寿鷹は無言のまま振り返り、今度は金髪男に目を留めた。途端、男が「ひっ」と声を上げた。寿鷹の表情は見えないが、男は一歩、二歩と後ずさり、逃げるように店内から出ていった。

　その様子を見ていたヘビ男は、カウンターに千円札をバンッ、と叩き置いて、おなじく店を出ていった。

　彼が店に来ただけで、こんなにあっさり二人が帰るとは思わなかった。

　親の跡を継いでいれば、寿鷹も立派なヤクザだろう。ヘビ男がどういうポジションにいるのか知らないが、器の違いだけは千尋にもわかった。

　とにかく大事にならず、ほっと胸をなで下ろす。

「逃げられたな」

　彼は言うが、そんなことはどうでもいい。けんかにならずに済んで、店から追い出せたのだからそれで十分だ。

「救急箱は」

　大したことない、と千尋が言うより前に、気を利かせた鈴が「ここにあります」と、裏から救急箱を持ってきてカウンターへ置いた。

「ただのかすり傷だ」

「いいから、じっとしとけ」

　手首を掴まれ、手のひらの熱が伝わってくる。それだけで胸が忙しなく鼓動を刻む。手を引かれるままカウンターの端のスツールに座らされた。

「きれいな顔が台無しだな」

「そんなこと言うのはお前くらいだ」

「その言い方、ちっとも変わらないな」

　くくっと笑う寿鷹の笑顔も、七年前と変わらない。その笑い方は印象に残っている。

　当時も大人っぽく感じていたが、髪を後ろへ撫でつけているだけでだいぶ印象が違って見えた。

　店に入ってきたとき、明度の暗い照明の下では、すぐに寿鷹だと気づかなかったくらいだ。

　凜々しい眉に、男らしいシャープな頬。健康的な肌は、色白の千尋とは対照的だ。

　フルオーダーらしいスーツは彼の体にフィットし、スーツに着られることなく、きっちりと着こなしている。

　そこにいるだけで圧倒される存在感は、昔と変わらない。会わなかった七年の間にどう変化したのか、ついじっくりと観察してしまう。

　ふいに彼の目が細められ、見ていたのは自分だけではないと思い知らされる。

　見られていると思うと、また熱が上がってきた。

「これでよし」

　消毒した頬に絆創膏を貼られた。痛みよりも、ただただ頬が熱い。

「な、なんか飲むだろ。座れよ」

　自分が降りたスツールに彼を座らせ、千尋はカウンターに入った。

「なに飲む」

「そうだな。シェリートニックで」

　ジントニックではなく、シェリートニックをオーダーするあたり、酒に詳しいのが窺えた。

　シェリー酒をベースに作るロングドリンクは、ライムを多めに絞り、トニックウォーターと炭酸を加えて仕上げる。

　高校生の頃は、コーラやサイダーなどの炭酸飲料ばかり飲んでいたのを思い出す。炭酸好きは昔と変わらないところが懐かしかった。

「なに笑ってる」

「べつに。どうぞ」

「美味そうだな」

　グラスを持つ手は大きく、酒を飲む様が絵になる男だ。

　最初の一口を飲んで「美味いな」と発した言葉に、自然と詰めていた息を吐きだす。

　――緊張感が半端ないし……。

　もう二度と会うことはないと思っていた。七年ぶりの再会に、緊張しないでいられるほど鈍くはないつもりだ。

　そんな千尋の緊張などどこ吹く風で、寿鷹は二口、三口と酒を飲んでいる。

　彼が酒を口にするのを見るのは初めてだ。高校生の頃は周囲を山に囲まれた、なにもない山奥での寮生活だった。コンビニなんて近くにはなくて、歩いて四十分のところにようやくスーパーマーケットが一件あるような田舎だった。

　卒業してから一度も足を運んでいないが、あのころの風景はそのままだろうか。当時を思い出すのは、懐かしい人物が目の前にいるから。

「仕事は何時までだ」

「閉店は二十三時だけど」

「ならあと三十分か」

　腕時計をちらりと見た彼は、それからとくになにも喋らず、ただ静かに酒を飲んでいた。

　緊張しているのは千尋だけのように思う。

　――なにを話せばいい？

　いきなりの再会に動揺しているのは自分だけで、彼はいつも店に通っている常連客のように馴染んでいた。

「今日はすみませんでした。あの、また来てもいいですか？」

　会話もないまま、閉店間際、二人組のサラリーマン達が帰り支度を始めたのでレジに立つ。

　金髪男との件を謝ってきた。

「もちろん、いらしてください。お待ちしています」

　そう言うと、二人はまた来ますと帰っていった。

　一人で来た常連客も、それからすぐに席を立った。

「そろそろクローズだな」

　最後のひとりになった寿鷹は、スーツの内ポケットからマネークリップで留めた札を抜き取り、カウンターに置いた。

「ごちそうさん」

「……ありがとうございました」

　彼は後ろを振り向くことなく、店を出ていった。

　とくになにも話せなかった。昔話でもしたほうがよかっただろうか。彼の連絡先も知らない千尋は、会う手段がないことに遅ればせながら気づく。

　咄嗟に追いかけようとしたが、やっぱりやめた。

　なぜ店に来たのか知らないが、千尋のほうから電話番号を教えてほしいなんて言えるはずもないのだ。

　二度と会うことはないと言われた。千尋の店と知っていて店に来たのか、真意はわからないけれど、寿鷹は帰ってしまった。

「千尋さん、片づけ終わりました」

　思考しながらレジを締めている間に、鈴は片付けを終わらせた。

「今日は助かった。いろいろ不甲斐なくて悪いな」

「なに言ってるんですか。千尋さんは体を張ってけんかを止めようとしたじゃないですか。大事にならなくてよかったですね」

「そうだな」

　寿鷹のことを詮索してこない鈴は、着替え終わると「お先に失礼します」と帰っていった。

　雑念が多すぎて、レジ締めに時間がかかる。三回目の計算でようやく終えて、私服に着替え、戸締まりをして店をでた。

　また明日もゴミを散らかされると思うと、ため息がでる。どうにか対策を立てないとと考えながら外階段を上がったところで、思わぬ人物がいた。

「……寿鷹」

「おう。お疲れ」

　――帰ったと思ったのに、外で待っていた？

「……待ち伏せかよ」

　なんて言えばいいのかわからず、そんな言葉がつい口を衝いてしまう。

「そんなとこだ」

　口端に笑みをのせた彼は、吸っていたタバコを携帯灰皿でもみ消した。

「まっすぐ帰るのか」

「そのつもりだけど」

「送ってく」

「は？　なんで」

「深い意味はない。車で来たから送るだけだ」

「車って、飲酒運転だろ」

「運転手がいる。いくぞ」

　千尋の返事を待たずに彼は歩き出す。有無を言わさず強引なところは昔と変わらない。

　懐かしむ気持ちに、足は彼の後ろをついていく。

「終電までまだ時間あるし、電車で帰れるんだけど」

「素直に送られとけ」

　ここでもまた、なにを話せばいいのか会話は続かず、気まずい空気のままとぼとぼと歩く。

　大通りに出たところで、彼の前に黒塗りのベンツが静かに滑り込んできた。

「乗れよ」

　彼が後部座席のドアを開け、乗るように促してくる。意固地を通すのも大人げない気がして、ここは素直に送ってもらうことにした。

　奥に詰めて座れば、彼も隣に乗り込んできた。

「こんばんは。秘書の樋口ひぐちです」

　ハンドルを握るのは、銀縁眼鏡をかけたインテリっぽい男性だった。

「壬生千尋です」

　名乗られたら無視するわけにもいかず、挨拶した。ルームミラー越しに会釈を寄越すと、樋口は車を静かに発進させた。

　寿鷹は車窓を向いたまま、なにも話しかけてこない。

　夜の車道は空いていて、車は赤信号に掴まることなく、千尋が借りている二駅先のマンションに着いた。

　運転席から樋口が降りてきて、後部座席のドアを開けてくれた。そして今さらながら、千尋は行き先を告げていないことに気づく。

「なんで俺んち、知ってんだよ」

　疑問を口にしても、寿鷹は答えない。

「お疲れさまでした」

　樋口にそう言われては、降りないわけにはいかず車外に出る。

　夜風もなく、生ぬるい空気が体にまとわりつく。空調の効いた車内から一歩外に出るだけで、不快指数は一気に跳ね上がった。

　――送ってくれた礼を言うべき？

　千尋から送ってくれと頼んだわけでもないが、ここは礼を口にするべき場面だろうか？　迷っている間にも、樋口は運転席に乗り込んでしまった。

　後部座席の窓が開き、寿鷹が「じゃあな」と言ったのを合図に、車は発進してしまう。

「おやすみくらい、言うべきだったか……」

　千尋が愛想を持ち合わせていないのは昔からだ。車はすぐに見えなくなってしまった。

　千尋はしばらくそこに留まり、車の軌跡をただじっと見つめていた。










三











「お待たせ」

　塚本の前に、いつも作るカクテルを置く。昨夜も来たのに、二日連続で店に来るなんて珍しい。

「サンキュー」

　仕事帰りに寄った彼は、指定席で、チョコを頬張りながらカクテルグラスに口をつけた。

「やっぱ美味いな。知り合いがやってる店だとチョコも食べ放題だ」

　言いながら、糖分が不足していると言わんばかりに、チャームのチョコレートをひたすら貪っている。

「あのさ……」

「ん？」

　なにをどう話せばいいのか、言い淀んでしまう。

　器に、追加のチョコレートを入れてやる。最初のチャームより山盛りになってしまったが、塚本なら食べ尽くすだろう。

「あのさ……」

　繰り返すが、言葉が続かない。

　塚本に話したところで、なにがどうなるわけでもない。ただ、寿鷹のことを知っている誰かに話したいだけだろうか。

　自分でもよくわからない気持ちが、胸の中でぐるぐると渦巻いている。

　話すべきか、黙っておくべきか。

「……やっぱいいや」

　気楽に話すならまだしも、言い淀んだ後では、どうにも口にしづらい。塚本に言ったところで、子どもが親に今日の出来事を報告するのとおなじだと気づき、言うのをやめた。

　知らずため息が零れたのと、店のドアが開いたのはほぼ同時だった。

「いらっしゃ……」

　言いかけた千尋は、客の姿を確認した途端、声が詰まる。

　寿鷹だ。

　チャコールグレーのダブルスーツで、重厚感のあるスタイルは、どこか常人離れした迫力がある。

  迷いなくカウンターへ来る彼は、塚本の隣に座った。

「よう」

「お疲れさん」

　それだけ？

　軽く挨拶をしただけで、特に懐かしむわけでもない二人に違和感を覚える。

　――もしかして、待ち合わせしていたのか？

　疑問が顔にでていたのか、塚本が口を開く。

「昨日話してただろ。例の嫌がらせ。店が終わってから鈴ちゃんに会って詳しく聞いた。調べたら予想通りと言うべきか、シャングリアには尾形組っていうヤクザがバックについてる。餅は餅屋って昔から言うだろ」

　塚本は説明すると、寿鷹とアイコンタクトを交わした。

「そういうことだ」

　それがすべてだと言わんばかりにひと言で片付けられ、呆然としてしまう。

　店はオープンしたばかりで、客は塚本と寿鷹しかいない。オーダーも聞かない千尋の様子をいち早く察した鈴が接客につく。

「悪い。ちょっと外の空気を吸ってくる」

「千尋さん？」

　声をかけてくる鈴に、少しだけ頼むと言い置いてから店を出た。

　――昨日寿鷹が店に来たのは、塚本に頼まれたから？

　階段を上がり、ビルの路地裏に入ったところで、壁に凭れかかった。支えがないと、立っているのもあやしいくらい、動揺している。

　七年ぶりの再会は、やはり偶然ではなかった。寿鷹の行動は彼自身が望んだことではなく、ただ塚本に頼まれたから。

　その事実に、思いのほかダメージを受けている自分に驚きを覚える。

　別に彼に会いたかったわけではないのに。

　――いや、会いたかったのか？

　昨日の再会が偶然なら、こんなにも重苦しい気持ちにはならなかったはずだ。しかし偶然ではなかった。それどころか、寿鷹と塚本は千尋の知らないところで繋がっていた。

　――でも、なんで？

　寿鷹も塚本もおなじクラスだったが、特に親しかったわけではない。

　生徒会長とヤクザの息子という相容れない関係のせいか、二人きりで喋っているのを千尋は見たことがなかった。

　それとも千尋が知らないだけで、本当は仲がよかった？

　人の気持ちを察することが苦手な自覚はある。自分が気づかなかっただけで、二人は友人だったのだろうか？

　学生時代、千尋に親しくしていた友達はいなかったが、寿鷹が金魚の糞状態だったせいもあり、周囲はいつも賑やかだった。

　――寿鷹と塚本が友人だからって、なんでこんなに凹んでるんだろう……。

　胸にモヤがかかったように、重苦しい。

　なにを落ち込む必要があるのか、その理由さえわからないのだから、どうしようもない。

「……戻るか」

　あの場にいたら不自然な態度になりそうで、咄嗟に店を出てしまった。これから客が増える時間だ。

　ため息が零れたのと同時に、人の気配を感じた。

「兄ちゃん、昨日は世話になったな」

　顔を向けなくても、その声でヘビ男だとわかる。

　シャングリアもそろそろ開店の時間だ。呼び込みのために外に出てきたのか、嫌な男に会ってしまった。

　このまま無視して行きたいところだが、この先は行き止まりだ。店に戻るには踵を返す他ない。ため息をつき、顔を上げたところで瞠目する。

　てっきりヘビ男だけだと思っていたが、ひとりではなかった。昨日の金髪男に、おなじ年くらいの赤い髪の年若い男。それと頬に傷のある恰幅のいい男がいた。

「へえ。こいつがお前の言ってた男か。きれえな顔してる兄ちゃんじゃねぇか」

「兄貴の好みドストライクっすか？」

「よくわかってんじゃねぇか」

　三十代前半だろうか、頬に傷がある男は横柄な態度だ。ヘビ男が下手にでるということは、さらに上の地位にいるのだろう。

　関われば面倒に巻き込まれるだけ。

　さっさと退散すべく踏み出せば、頬に傷のある男に腕を掴まれた。

「兄ちゃんよ、そんな急がなくたっていいじゃねぇか」

　昨日の金髪男も、ヘビ男も、下卑た笑みでこちらを見ている。

「店がありますので」

　掴まれた腕を振り払おうとするが、さらに強く握られてしまい、指先が腕に食い込む。

「っ……」

「店には他にもスタッフがいるじゃんか」

　ヘビ男は鈴のことを言っているのだろう。赤い髪の男が「昨日電話で話してた子っすか？」と興味を示している。

「これからうちの店に来いよ。いくらでも好きに酒を飲んでいいぞ。どうだ？」

　頬に傷のある男が、顔を近づけて言う。

　――息が酒くさい……。

　開店前なのにもう酔っているのか、嫌悪に顰め面になる。

「こっちの具合がよけりゃ、俺の女にしてやってもいいぞ」

　言いながら尻を触られ、咄嗟に掴まれていない方の手で男の頬を叩いた。

「兄貴！」

「大丈夫っすか！」

「おいお前、兄貴になんてことしやがるっ」

　叩かれた男は不敵な笑みを浮かべていて、それがかえって不気味だ。

「活きのいい男は嫌いじゃねえ。人形みたいな男を相手にするより面白ぇじゃないか。榊さかき、気に入ったぞ」

「よかったっす」

　ヘビ男は榊と言う名前らしい。知りたくもない情報が勝手に耳に入ってくる。

「榊、アレを出せ」

「へい」

　頬を叩いた手がジンジンと痛む。なのに男は平然と、千尋の腕を掴んだまま離そうとはしなかった。

　榊がポケットからだしたなにかを男に渡したかと思えば、あっと言う間に鼻を抓まれた。驚きに声をあげようとした瞬間、口の中にそれを放り込まれた。

「んんっ」

　舌の上に乗ったものを吐きだそうとしても、顎を押さえつけられては口を開けられない。

　舌触りから、カプセル状のものだというのはわかる。それが溶け始め、舌に苦みが走ったと思えば、ふいに激しい動悸に襲われ、全身がカッと熱くなった。

「さっそく効いてきたみてえだな」

　覚えのある感覚が下肢に熱をもたらし、それと同時に全身から力が抜けていく。

　――なんだ、これは……。

　自分の足で立つのもやっとで、膝が震える。なんとか店に戻らなければと思うのに、体に力が入らなかった。

　焦るほど動悸は激しくなり、息苦しさに眉をひそめる。大声をあげれば通りすがりの誰かが様子を見に来るかもしれない。

　――いや、それはないか……。

　見るからにガラの悪い連中だ。ひとりならまだしも、数人いては関わりたくないと思うのが普通だ。

　自分が逆の立場なら、見なかったことにして通り過ぎる。よほど気になれば警察に通報するかもしれないが、しょせんは他人だ。お人好しではない自分はやはり、見て見ぬ振りをするだろう。

　そんなことをつらつらと考えてしまうのは、この状況が非現実的だからだ。

　自分で切り抜けられるほどの機転も働かなければ、酩酊したような思考は鈍くなる一方。

　なんとかしなければと焦りが募る中、ふいに見知った顔が視界に映った。

「そこでなにをしてる」

　地響きのように唸る寿鷹の声が耳に届いた。そのひと言で、圧を感じるほど迫力のある声だ。千尋の知っている声とも違う、初めて耳にする声だった。

「ひっ」

　金髪男が悲鳴のような声を上げたかと思えば、赤い髪の男と一緒に路地を駆け走って一目散に逃げていく。

　威嚇に脅えて逃げる小者には目も留めず、寿鷹の目はこちらに向いていた。

「兄貴、こいつが昨日の男っす」

　かろうじてヘビ男……榊だけは残ってそう告げるが、ざり、と砂利を踏み、後ずさる音が聞こえた。

　寿鷹の目は射貫くような視線で榊を捉え、その隣の男に視線を転じた。

　千尋の腕に食い込んだ手が、緩んでいくのがわかる。

　そこに立つだけで、圧倒的な存在感を放つ男。昔からそうだったが、さらに獰猛さが増したように感じた。

「ちっ。とんだ邪魔が入ったぜ。行くぞ」

　男に腕を放された途端、自力では立っていられず、その場で頽くずおれてしまう。

「千尋！」

　倒れそうになる体を、彼が受け止めてくれた。

「昨日の男がいたな。待ってろ」

「いい！　いかなくていいから！」

　男達を追いかけようとしている彼の服を、ギュッと掴む。心細くて、ひとりでいたくなかった。誰かにそばにいてほしい。

　体の熱と疼きは治まるどころか、息苦しさとおなじだけ、昂っていく。

　そんな千尋の違和感に気づいた彼が、眉根を寄せた。

「千尋、なにされた」

「わからないけど……なにか口の中に入れられた……」

　言うや、口に指を差し込まれ、こじ開けるように口腔を覗かれた。

「溶けちまったか」

　口から指が抜けたかと思えば、彼の顔が近づいてきて唇を塞がれた。

「んっ……」

　――キス、されてる？

　千尋が抵抗するよりも先に、歯列の隙間から舌が潜り込んできた。舌を擦り合わせるような刺激に息が上がってくる。

「ぁ……っ」

　漏れてしまう声を吸い上げるように啜られ、味わうように口腔を舐められればひとたまりもない。

　指先までが痺れたように震えが止まらなかった。

「おそらく、お前が飲まされたのはセックスドラッグだ」

　キスが解かれ、彼の唇が離れていく。閉じきらずに濡れた口を、彼の指が拭ってくれた。

　――ああ、なんだ……。

　今のキスは、飲まされた薬を特定するための行為だと遅ればせながら気づく。キスははじめてではないが、それこそ最後にしたのは高校生のとき以来だ。キスもセックスも、彼としか経験がなかった。

　こんな場面なのに、つい思い出してしまう。

「だすもんをだせば治まるだろうが、念のため病院へ行くか？」

　首を振る。セックスドラッグは媚薬だ。それを飲まされた今の体の状態を医者に見られるなんてまっぴらだ。

「その状態じゃ辛いだろ。スタッフはカウンターにいたあの一人だけか？」

　頷けば、スマートフォンを手にした彼はどこかに電話をかけた。

　そうしている間にも、全身が痺れたように力が入らず、なのに体は燃えるように熱くて火照っている。

「俺だ。千尋はこのまま戻らない。店を頼めるか……ああ、わかっている。またあとで連絡する」

　通話を終えた寿鷹は千尋の体を軽々と抱き上げた。

「なに!?」

「帰るぞ」

「店があるんだって！」

「その状態でカウンターに立てるのか？」

　そう言われてしまったら、言葉に詰まってしまう。カウンターに入ったところで、仕事ができる状態ではないからだ。

　返事がないのが答えだとばかりに、踏み出す足は力強い。歩く振動がダイレクトに体の芯へと伝わってくる。

　まるで快楽を増幅させるスパイスのように、吐息が零れてしまう。

「大丈夫か」

「ん……」

　甘苦しい呼吸に、思考はぼやけていく。理性はあるのに、今すぐ下肢に手を伸ばして扱きたい衝動に駆られてしまう。

「もう少しだから我慢しろ」

　千尋の状態を察したのか、寿鷹は急ぐように大股で歩いた。道行く人に見られている。大の男がお姫様抱っこされていれば、嫌でも目につくだろう。

　だが今は、その視線を気にしている余裕などなかった。

　昨晩とおなじように、大通りに出たところでベンツが滑り込んできた。後部座席に乗せられ、彼も隣に座った。

　なるべく体が触れないよう、窓際ギリギリまで寄ってシートに凭れかかった。乱れる呼吸が熱い。

　無になろうとすればするほど、高熱にうかされたように思考がぼやけてくる。現実感がなく、夢を見ているみたいだ。

　車は高速道路を走り、高層タワーの地下駐車場に入って停車した。

「降りられるか」

　首を振る。自分の体なのに、手も足も動かすのがダルかった。

「ここ、どこ……」

　てっきり昨日とおなじように、千尋のマンションに送ってくれるのかと思ったが違った。車を降りた彼は回り込み、後部座席のドアを開けて、千尋を抱き上げた。

「俺が住んでるマンションだ」

　なんで、と問うよりも先に歩き出した彼は、「財布も携帯も店に置きっぱなしだろ」と言う。

　そうだ。貴重品どころか、部屋の鍵も店にある。

「戻ってくれたらバッグを取ってくる」

　そうすれば、自分の家へ帰れる。他人の家より、自分の部屋に帰りたかった。

　媚薬で火照る体を鎮めるには、とにかく熱を体外へ吐き出す他ない。今でさえ耐えているのに、他人の家でいざそれをするなんて、想像しただけで羞恥で死にそうだ。

「お前の荷物は樋口があとで持ってくる。なにかあってからじゃ遅いからな。今夜は様子を見させてくれ」

　心配からくる彼の行動に、家に帰りたいとは言えなくなってしまった。

　反論しない千尋の態度に、納得したと判断したのだろう。寿鷹は歩きだした。駐車場から入れるエレベーターホールにはカウンターがあり、制服を着ている男性が会釈をしながらホールにでてきた。

「お帰りなさいませ」

　エレベーターの開閉ボタンを押す男性は、コンシェルジュらしい。ここでもお姫様抱っこされている姿を見られて恥ずかしいと思うより先に、疼く下肢をどうにかしたい一身で、気を紛らわすように内装に目をやった。

　煌びやかなシャンデリアに、大理石らしい黒い壁。床には深紅の絨毯が敷かれていた。

　窓際には観葉植物が置かれ、ヨーロピアン調のソファにテーブルまである。

　一番端にあるエレベーターの開閉ボタンを押したコンシェルジュは開いた扉を手で押さえ、二人が乗り込んだのを確認してからボタンを押した。コンシェルジュがエレベーターを降り会釈している間に扉が閉まった。

　上昇していくエレベーター内は音もなく、自分の息づかいがやけに耳につく。

　寿鷹はひと言も喋らない。手のひらや密着した体から伝わってくる彼の体温を意識すればするほど、さらに熱が上がってきそうだ。

　五分にも十分にも感じられる長い時間は、実際、一分にも満たなかっただろう。

　他のフロアに停止することなく最上階に到着して扉が開けば、廊下がまっすぐに伸びていた。

　靴音が響かない床は地下とは逆で、黒い絨毯に、白い壁はこちらも大理石だ。

　まるで高級ホテルのような内装だが、ひとつだけ違うのは、廊下にドアが見当たらなかった。

　いや、正確には、突き当たりに重厚なドアが一枚あるだけ。

「……ワンフロアすべてが部屋とか？」

　彼は答えない。おそらくそれが正解だからだ。

　程なくしてドアの前に立った彼は、壁にはめ込まれたモニターを見た。そこには寿鷹の顔が映し出され、スキャニングされているのか目の辺りが赤く点滅し、それが緑に変わったタイミングで、ドアが自動で横開きにスライドした。

「映画の世界かよ……」

　おそらく網膜を読み取り、登録した人物だけがドアを開けられるとかいうやつだ。

　なにかの研究室ならわかるけれど、個人宅でそんな設備があるなんて、いったいこの部屋の家賃はいくらなのかと、庶民の千尋はつい思ってしまう。

　室内に一歩踏みだせば、ドアはすぐに閉まった。

　そして目の前には、千尋の部屋がどのくらい入るのか想像するのも恐ろしいほどのリビングが視界いっぱいに広がっていた。

　白と黒で統一されている室内に他の色はなかった。

　ソファとテーブルしか見当たらず、ここで人間が生活しているのだと思わせるものは、テーブルの上にある灰皿の中の吸い殻くらいだ。

　千尋の部屋もそれほど荷物があるわけではないけれど、自炊をするから、必然的に生活感のある室内になってしまう。

　おなじ男として、こういったシンプルな部屋に憧れはあるが、現実は生活しなければならないのだから、インテリアよりも住みやすさ重視だ。

　天井から床まで壁一面の窓からは、東京の夜景が見渡せる。立秋を過ぎたばかりで空はまだ明るいが、陽が完全に落ちれば煌めく宝石箱のような夜景が見渡せるのだろう。

　彼は千尋を抱えたまま、リビングを大股で横切り、廊下へと進んでいく。

　いくつかのドアを通り過ぎ、彼が足を止めたのは突き当たりの部屋の前。

　ドアを片手で開けたそこには、キングサイズはありそうなベッドが部屋の中央に贅沢に置かれていた。

　白いベッドの上に下ろされ、体が沈み込む。ふわふわの肌掛け布団が気持ちいい。

　床に跪いた彼に靴を脱がされ、それを手に持った寿鷹は「水を持ってくる」と言い部屋を出ていった。

　詰めていた息を吐き出せば、体内の熱が燃えるように下肢が疼く。

　気を逸らすように室内へ目をやっても、今すぐ下着の中に手を入れて擦りたてたい衝動が突き上げてくる。

「そういえば、最近あまり出してなかったし……」

　だからなのか、意識すればするほど、昂る熱は触らずとも天を仰ぎ、ズボンの前の膨らみはすでにすごいことになっていた。

　恥ずかしくて肌掛けを手繰り寄せて前を隠したいが、体は思うように動かない。

　ただの媚薬に、体の動きを封じる作用があるのか、ふいに不安が襲ってくる。

　――やっぱり病院へ行ったほうがよかった？

　意識がなければ病院へ運ばれても羞恥はないが、喋れるならば医師と言葉を交わさなければならない。ただでさえ熱を持て余す体で診察されるなど、羞恥プレイのようだと拒否してしまった。

「どうした。そんな顔をして」

　戻ってきた寿鷹からペットボトルを渡されるが、力が入らずに取り落としてしまう。

「ごめん、体に力が入らなくて……ただの媚薬で、こんなに体が動かせなくなるものなのか？」

　ベッドに落としたペットボトルを拾い上げ、キャップを開ける彼は「そうだな」と説明してくれる。

「人によって症状は違うが、酒に酔った感覚や多幸感を得られる類のセックスドラッグだ。血管拡張作用があるから動悸も出る」

「……なんでそんなに詳しいんだ？」

　苦笑した表情に、ああ、彼はヤクザだったと思い出す。

「本来は性欲を高めるのに用いる媚薬だが、即効性のものはそれだけ強い作用がある。正直、お前がそこまで理性を保ててるのが不思議なくらいだ」

　それは、一人だったらとっくの昔に自身を慰めにかかっていた。どうにか糸のように細い理性を繋いでいるように見せているだけだ。

　手も体もダルくて思うように動かせないから、否応にも我慢させられているようなものだ。

「水をできるだけ多く飲んで、あとは出せるだけ出せば体は動くようになる」

「出せるだけ……」

「俺じゃ不満だろうが、体が動くようになるまで、手伝わせてくれ」

　彼は言うと水を口に含み、顔が近づいてきたと思った瞬間にはまたしても唇を塞がれてしまった。

「んんっ……」

　口腔に彼が含んだ水が口移しで流れ込んできた。喉を鳴らしてコクリと飲めば、キスは解け、また彼は水を含み、そうして何度も口移しで飲まされた。

　ボトルが空になるまで飲まされれば、下着をキツく押し上げている屹立が限界だと苦しさを訴えてくる。

「脱がせてもいいか」

　気づいた彼がズボンに手を伸ばして、ボタンを外す。拒否する思考はなかった。キスで酔わされたのか、ドラッグで酔っているのか――。

　体が求めるのは、熱の放出、ただそれだけだ。

　ファスナーを下ろされ、ベッドに寝転がらされた。右へ左へと体を返しながら、ズボンもシャツも靴下も脱がされた。最後に濡れた下着を足から引き抜かれる頃には、恥ずかしさよりも昂りに意識が集中していて、一刻も早くそこをどうにかしたかった。

「触れてもいいか」

「っ……自分じゃ、触れない……」

　言葉を返せば、ベッドに乗り上げた寿鷹は上半身を倒し、首筋に顔を埋めてきた。

　高校生の頃に、それこそ何度もセックスをした。最初に誘ってきたのは彼の方だった。男同士で抜き合うのは珍しいことではないと教えられ、扱きっこがいつのまにかエスカレートして、最後には体を繋げていた。

「ん……」

　首筋を舐め上げ、ちゅ、ちゅ、と吸いついてくるのがくすぐったい。早く直接的な刺激が欲しいのに、七年ぶりに感じる彼の重みに陶然となる。

　首筋から鎖骨の窪みを舌が這い、彼の右手の中指を口の中に含まされた。舌を弄ぶように指先は動き、そうしながらも彼の左手は脇腹をするりと撫で上げていく。

　あたたかい手のひらは千尋の性感をさらに高め、脇腹から胸へと手のひらが滑れば、背筋にぞくぞくと痺れが走った。

「ここを虐められるのが好きだったな」

　囁くように喋る甘美な吐息が、鎖骨から胸へと降りてくる。小さな突起にふっと息を吹きかけられ、ビクッと腰が跳ねた。

「ぁ……っ」

「我慢しないでもっと声を聞かせてくれ」

　知らず声を漏らすまいと堪えていたのを見透かされ、口腔に入れられた指先を引き抜いては咥えさせられた。まるで彼の雄を口で愛撫したときのようだと過去の色事を思い起こさせる動きに、自らの意思で彼の指に吸いつき、ちゅくちゅくと啜ってしまう。

「スイッチが入ると積極的になるのは変わらないな……」

「んん……ふ、ぁ……」

　無心に指にしゃぶりついている間にも、彼の吐息は胸の突起をくすぐり、舌先でそこを舐めてくる。

「あぁっ」

　声を漏らせば指を抜かれてしまい、唾液を纏ったその指先で、反対側の小さな胸の飾りをくるくると円を描くように撫でられた。

「あ、んっ……あぁ……」

　引っきりなしに漏れる声は自分でも驚くほど甘い。こんな声を出したのは久しぶりすぎて、恥ずかしいと思うのに止まらなかった。

「胸だけでイけそうだな」

　そう言うと、粒を口に含み、舌先で転がされる。唾液を絡めてねっとりと舐めては吸われ、ぷっくりと腫れてきた。

　痛いほど張りつめている雄からは蜜が滴り、腹を濡らしている。

　男なのに、胸が感じることを覚えさせられた体は、七年経っても忘れてはいなかった。

「ぃ、ああぁっ！」

　ふいに膨らんだ粒を歯で噛まれ、反対側の粒は指先で摘ままれた。そこをコリコリと擦り合わせるように捻られ、押し潰すように揉みこまれたらひとたまりもない。

　爪先がぎゅうっと丸まり、内股がびくびく震える。駆け上がってくる熱の勢いに全身が痺れ、花芯からビュクッ、ビュクッ、と白濁が迸った。

　しばらく出していなかったとはいえ、長引く放埒に体は弛緩するどころか、冷めない熱は増す一方。

　快楽に悦ぶ体は熱く滾り、触れられてもいないのに衰えを知らない雄は天を仰いだままだ。

「一度じゃ全然足りないよな」

　達したそれを指先でひと掬い、味わうようにぺろりと舐めた。

「なっ……汚いだろっ」

　羞恥に反発の声を上げても、「別に初めてじゃないしな。お前の味」と返されてしまい、顔を背けてしまう。

「お前も味わってみるか……」

　言うが早いか、伸び上がってきた彼に頤をとられて正面を向かされた。重なる唇はすぐに舌先で歯列を割られ、ぬるりと入ってきた舌を迎え入れた瞬間、独特の雄の匂いが鼻につく。

　これが自分の味なのだと嫌悪に顔を顰めれば、キスをしながら喉の奥でククッと笑われた。

　仕返しとばかりに口腔を縦横無尽に舐め尽くす舌を捉え、噛みついた。キスをしながら目と目が合い、寿鷹の瞳に獰猛さが増した。

　貪るようにキスの角度は深くなり、目を開けていられずにギュッと閉じる。舌を攫われ、付け根をキツく吸われる。上顎をくすぐられて、溜まった唾液を啜られた。

　呼気を奪われ、歯列から口腔のすべてを隅々まで辿られて、息が上がり頭が真っ白になっていく。

「ぁん……っ、ふ……ぁっ……」

　キスが解けたときには、唇は腫れぼったくなっていた。

　乱れた呼吸を整える間も与えてはくれず、張りつめた雄にぬるりと柔らかなものが絡みついた。

「ああっ」

　覚えのあるそれは、彼の口に自身を咥えられているのだ。ジュルッと啜る水音に、どれだけ蜜が溢れているのかを教えられる。

　一度極めたのに、媚薬の効果なのか、二度、三度と唇で扱かれ、先端の小さな孔を舌で穿られれば、胴震いしながら二度目の精を散らした。

　呼吸も整わないまま、弛緩した体の膝裏に手を入れられて、胸につくほど折り畳まれた。　

　秘めた蕾が、彼の眼前に晒された。

　閉じたそこを舌先でくるくると舐められたかと思えば、舌先をグッと挿し込まれる。

「ふぁ、んっ」

　中にドロリとなにかを注がれた。彼の口で吐精したのだ。それが自分の放った精液だと気づけば、彼の唾液と混じったそれに、ヒクン、と蕾が反応してしまう。

「ずいぶん狭いな……」

「ぁ……当たり前だ……んっ……ずっと、触ってな、い……っ」

　彼の舌がそこから抜けても、ヒクヒクとなにかを欲しがるように呼吸をする蕾は、思い出していた。

「ずっと？」

　身を起こした寿鷹と目が合った。膝裏を抱えられたままなのが恥ずかしい。

「どれくらい触ってないんだ」

「それは…………」

　咄嗟のことに目が泳いでしまう。

　高校を卒業してからずっと、自慰をするときは前しか触らなかった。セックスは覚えても、自分で後ろを解すやり方なんて教わらなかったから――。

　切なく疼く夜も、自分で触れようとは思わなかった。セックスのとき、彼がそこを解すのが当たり前だった。性欲旺盛な寿鷹に比べて、自分は淡白だったのだと気づいたのは、高校を卒業してから。

　必要最低限、切ない夜だけ自慰をする。だがそれも、射精後に押し寄せる空しさにあまり積極的にはなれず、頻度は少なかった。

　続かない言葉に、千尋の七年を察したのか、寿鷹の目は情慾に濡れ、濃い色香を纏う。

　膝をシーツに下ろされ、内腿を左右に広げられた。眼前に晒された蕾に、彼の指がツプリと這入る。

　グチュグチュとかき回す指に遠慮はなかった。

「はぁ……ん」

　狭くてキツいのに、ぬめる隘路は節くれ立った指を悦んでいる。二本に指を増やされ、ばらばらに動かされて、一度抜けたかと思えば三本の指で広げにかかる。

「ここだったな。お前のイイとこ」

「っ……」

　グッと押されれば射精感が迫り上がってくる。

　肉襞を執拗に擦られ、ダラダラとだらしなく蜜を噴き零す雄はもうグショグショだ。

　さらに奥が疼き蠕動すれば、彼の指をぎゅうぎゅうと喰い絞めてしまう。

「もっと、奥……指じゃ、届か、な……んっ」

　体は覚えている、寿鷹の熱塊を。

　逞しい体に見合う剛直で、奥を突かれる悦楽を自分は知っているのだ。

「……指だけで我慢しろ」

　そんなの嫌だ。思い出した体に、指だけなんて切なすぎる。

　首をふりねだってしまうのは、甘えだってわかっている。それでも、今ここにいるのは彼だけで、自分の体を熟知しているのも彼だけだ。

　それでも頑なに指だけでイかせようとするから、二度の吐精で少しは動くようになった体を駆使して、自ら膝裏を持って大きく脚を開いた。

　寿鷹の目には、ひくつく蕾が丸見えだ。恥ずかしいと思うよりも、そこに彼自身を埋めてほしいと思う欲のほうが勝った。

「挿れてくれ……お前の、大きいのが欲しい……昔みたいに奥を突いてほしい……」

「っ……まったく、お前ってやつは……」

　前髪を掻きあげ、呆れたように深く息を吐く彼は、ネクタイを解いた。スーツのジャケットを脱ぎ捨て、シャツのボタンを外していく。

　はだけて露わになった体躯は昔以上に鍛えられ、厚みがあって逞しかった。

　シャツを脱げば、太い腕には筋肉が盛り上がっていて、腹筋もきれいに割れていた。男なら誰しも、こうなりたいと思う理想の体型そのものを見せられ、目が釘付けになる。

　ベルトを引き抜き、ボタンを外して前をくつろげたそこを見ただけで、飢えた獣みたいにゴクリと喉が鳴る。

　濃い茂みに見合う雄は、すでに血管が浮き出るほど反り返っていた。

　彼もその気になってくれていて安心する。

「挿れるぞ」

　狙いを定めたそこに先走りのぬめりを塗りつけ、何度か滑らせるように擦られたあと、グッと圧が加わった。

「っ……あぁ……」

　閉じた蕾を咲かせるように、ジワジワと押し広げられていく感覚に体が強張る。

　滑りがあっても、先端を呑み込まされていく圧迫感は半端じゃない。

　メリメリと音がしそうなほど縁を広げられて、これ以上は無理だと悲鳴を上げそうになった瞬間、くぷりと先端を呑み込んだ。

「っ」

「大丈夫か」

「……だい、じょぶ……」

　嘘だ。全然大丈夫じゃない。

　指であれだけ解して柔らかくなったと思ったのに、久しぶりの挿入はただただ圧迫感しかない。媚薬を飲まされてこれでは、媚薬の質の悪さを疑ってしまいたくなる。

「大丈夫じゃないだろ」

　眉間を指で押されて、閉じていた目を開ければ、視線が合った。

「これで少しは楽になるか？」

　ユサユサと体を揺さぶって僅かに腰を進めたそこは、千尋が感じる場所だ。

「あぁっ」

　ビリビリと体が痺れ、目がチカチカする。執拗にそこだけを狙い、ゴリゴリと擦られれば、圧迫感を上回る火種がじりじりと身を焦がしにかかる。

　千尋の屹立から、蜜がまた滲んできた。感じているのを千尋の中に埋まっているそれで体感しているだろう彼は、一息に腰を突き入れた。

「あう……っ」

　熱杭を埋められたように、中が熱い。ぎゅうぎゅうに喰い絞めて絡みつく襞を振り切るように、力強い抽挿が始まった。

「はぁ……ぁ……っ……あぁ……」

　こうなるともう、ただただ喘ぐことしかできなくなる。

　ズン、と奥を突いてはギリギリまで引き抜き、入り口の感じる場所を擦っていく。

　体躯に見合った抽挿は激しく、体がずり上がっては腰を掴んで引き戻される。その繰り返しだ。

　あれだけ苦しかったのに、みっちりと埋め込まれている充足感に体は満たされている。

　千尋が欲しかったのはこれなのだと、体を揺さぶられながら思い出させられた。

「あぁ……も、でちゃ……でちゃう……っ」

「っ……いいぞ、好きなだけイけっ」

　奥で腰を回されれば、気持ちよすぎて、千尋も腰を振りたくった。

　ぽたり、ぽたり、と胸や腹に落ちてくるのは、彼の汗だ。千尋が零した蜜と混じり合い、シーツへと流れていく。

　片脚を持ち上げられて、突き当たりの壁を抉るようにこじ開けられれば、目の前がスパークする。

　滾った熱が精路を駆け上がり、白濁を噴き上げた。

「ああっ！」

　蠕動する肉が彼の雄を喰い締め、ひときわ強く奥を抉られた。

「くっ」

　息を詰めた彼も、続けて吐精した。

　最奥を熱い飛沫で濡らされ、焼け爛れるほどの熱を叩きつけられて、行き過ぎた快楽に体が痙攣する。

　セックスがこんなに良かったのを、久しぶりに思い出した。まだまだ彼を感じていたい。溢れるくらい熱を注いで欲しい。

　千尋の頭の中は、もうそれしか考えられなかった。

「まだイケるか？」

　彼も一度の射精では治まらないらしい。

　それが嬉しくて微笑めば、一度達したとは思えないほどの猛りはすでに硬く、力強い抽挿が始まった。
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「っ……頭いた…………」

　頭痛で目覚めれば、やけに瞼が重く、目が腫れぼったかった。

　昨日寝たの何時だっけ……とぼんやり考えながらうっすらと目を開ければ、見慣れない天井が視界に飛び込んできた。

「どこだ、ここ……」

　と口にして、昨夜の記憶が徐々に蘇ってくる。

　――ああ、寿鷹とセックスしたんだっけ……。

　シャングリアの連中に絡まれて媚薬を飲まされ、彼に助けられて部屋に連れてこられた。

　体の熱を鎮めるために介抱してくれた彼に、我慢できずに挿れてくれと頼んだのは自分だ。

　我に返れば、よくそんなこと口にできたなと思うけれど、媚薬のせいか、自分から彼を誘ってしまった。

　隣にふと目をやれば、ベッドはもぬけの殻だった。

　身を起こせば、やはり頭が痛む。顰め面で肌掛けを捲れば、体にべたつきはなかった。

　――昔みたいだ……。

　高校生のときも、意識を飛ばすのはいつも千尋だった。翌朝起きれば、体はきれいになっていて、ちゃんと後ろの始末もしてくれていた。

　あの頃と変わらず、きれいに拭いてくれたらしい体はさっぱりとしていた。昨日脱がされた店の制服がベッド脇のテーブルに畳んで置かれていたので身につけた。

　体は動くようになったが、久しぶりのセックスで歩き方がぎこちなくなるのは仕方がない。ベッドルームを出て廊下を進めば、探していた人物はリビングにいた。

「……おはよう」

「おう。体は大丈夫か」

「頭痛はするけど、なんとか」

　ソファに座ってなにやら書類を広げていた寿鷹は立ち上がり、「座ってろ」と言い置いてどこかへ行ってしまった。

　言われるまま、ソファに座った。部屋に時計は見当たらず、今がいったい何時なのかもわからない。

　窓の外に目をやれば、まだ陽が昇ったばかりなのか、朝焼けが眩しかった。

「店は大丈夫だったかな……」

「電話をしといたから大丈夫だろ。ほら、鞄」

　呟きに言葉を返され、戻ってきた彼に鞄を手渡された。店に置きっぱなしだったのにと首を傾げれば、「樋口が持ってきた」と彼は言う。

　――そう言えば、昨日そんなことを言っていたっけ。

　鞄からスマートフォンをだせば、鈴からラインがきていた。店は塚本が手伝ってくれたらしい。樋口という男性に千尋の鞄を渡すように言われて断ったが、寿鷹から店に連絡がきて千尋の状況を説明され、鞄を預けたという内容が書かれていた。

　返事を打とうとしたが、時間を確認すれば、朝の六時だ。鈴はきっとまだ寝ている時間だろうと、連絡するのはもう少し後にした。

「悪いな。うちにはこんなものしかない」

　手渡されたのはブラックの缶コーヒーだ。

「コーヒーメーカーはないのか？」

「ない。自分じゃ淹れないしな」

　冷蔵庫の中の想像がつく。

「どうせ自炊もしないんだろ」

「その通りだ」

　苦笑する彼は向かいのソファに座った。

「彼女に作ってもらえばいいだろ」

「彼女はいない」

　きっぱりと言われて、千尋の方が驚いてしまう。

　高校生のときは人里離れた山の中。男子校で寮生活だったことも手伝い、セックスの相手は同性だった。

　千尋が知る限り彼の相手は自分しか思い当たらないが、中学のときは彼女がいたと耳にしたことがある。

「いないのか？　だってお前モテるだろ。彼女のひとりふたり、愛人とかいそうな感じがするけどな」

　正直に思ったことを口に出せば、苦虫を噛み潰したような顔で彼は言う。

「お前はいったい俺を何だと思ってんだよ」

　はぁー、と大袈裟なほど深いため息をつかれ、さすがに今のは言い過ぎたかと焦って「ごめん……」と謝る。

「別にいいけどな。お前らしくて」

　ククッと笑われ、「どっちだよ」と千尋も笑ってしまった。

　この雰囲気は嫌いじゃない。昔に戻ったみたいで、今なら素直に聞けそうな気がした。「あのさ、一昨日の夜、寿鷹が店に来たのは、塚本に頼まれたから？」

「ああ。そうだ」

　――やっぱり……。

　偶然店に来たとは思わなかったが、なぜ店に来たのか理由がわからなかった。もしかしたら本当に偶然かもしれない。そう思う気持ちも心の片隅にあった。

「卒業してから、塚本とは連絡を取り合ってたのか？」

「たまにな」

「そんなに塚本と仲良かったっけ？」

　千尋の記憶に、二人が一緒にいる場面は覚えがなかった。

「いや。卒業してからだな。たまに連絡を取り合うようになったのは」

「なんで？」

　どうして寿鷹が塚本と連絡を取り合うのか、純粋な疑問だ。

「まあ、いろいろな」

　その、いろいろな部分を知りたいのに、教える気はないらしい。

「別にいいけど」

　手にしたままの缶コーヒーの水滴が手のひらを濡らす。一番聞きたいことは、もっと他にある。

　――卒業式の日に、なんで俺にはもう会わないって言ったんだ？

　卒業してまで会うのは面倒だったのか。千尋がなにか気に障ることでも言って、怒らせてしまったのか。それとももっと他のことだろうか。どちらにせよ、なにか、理由があるはずだ。

　そうでなければわざわざ「お前にはもう会わない」と宣言する意味がわからない。

　聞きたいけれど、その理由を考えたら、尻込みしてしまう。

「その、さ……」

「なんだ」

　ズバリ聞いてしまった方が、どんな理由であれ、スッキリする。落ち込むのは後でいい。

　そう思うのに、いざ口を開こうとすれば、言葉が続かない。勇気が出ない。

「あのさ……」

　寿鷹は、続く声を待っている。

　――あのときなんで、もう会わないって言ったんだ？

　――俺のことが面倒になった？

　――学校の外でまで友達付き合いしたくなかった？

　その理由を知りたいのに、聞けない……聞くのが恐い。

「あのさ、これからも昔みたいにセックスしないか？」

　口から出たのは、まったく違う言葉だった。

　なにを言ってるんだと自分でも驚く。案の定、正面に座る寿鷹は瞠目し、千尋以上に驚いている様子だ。

「本気か？」

　そう聞かれたら……本気だ。また彼とセックスしたいという気持ちがあるから、咄嗟に出た言葉がそれだったのだ。

　会わないと言われた理由は聞けなくても、こうしてまた会えればいい。セックスをして、体が満たされて、そうすれば、高校生だった頃のように戻れるんじゃないか？

　ドキドキしながら返事を待つけれど、彼の面差しは険しくなり、それが答えだと悟った。

「そっか。だよな。聞いてみただけだし。久しぶりにセックスしたらなんかいろいろ思い出してさ。別に相手はお前じゃなくてもいいんだよな」

「どういう意味だ」

　怒気を含んだ声にビクッと身体が強張る。

　なにも本気で他の男とセックスしようと思ったわけではない。寿鷹に拒否されたのを気にしていると思われたくなくて口にしただけだ。

　肌を重ねて相手に自分の深部を晒せば情が生まれる。彼とのセックスで教えられた。

　情が生まれてしまえば、それを手放したとき、自分が辛くなると経験から学んだ。だからこの七年間、誰に誘われても首を縦にふらなかった。

　寿鷹に拒否された自分は、このまま一生、誰ともセックスしないで終わるのだろう。女性と交わることはできないから、結婚もできず、このまま一人で生きていかなければならないのが現実だ。

　わかっていたのに、それが当たり前だったのに、彼に再会してしまったら、甘えが出てしまった。

　――こんなんじゃダメだ。

　一人で立っていられなくなるのは困る。

「もう帰る」

「まだ話の途中だろ」

「もう話すことはないから」

　立ち上がって玄関に向かった。これ以上一緒にいても、息苦しいだけ。

「送ってく」

「タクシーを拾うからいい」

　背後でため息が聞こえたが、気づかないふりをした。

　靴を履き、玄関に立つ。

　昨夜は横開きにスライドしたドアをどうやって開ければいいのか、早く帰りたいのに、取手が見当たらずに立ち往生してしまう。

「開かないんだけど」

　仕方なく振り返れば、プッと笑われた。

「なんだよ」

「帰ると言ったのに、ドアが開かなくて帰れないのがおかしくて」

　まだ笑っている彼は、壁にはめ込まれたモニターのパネルに触れた。

「自動ドアなら、立ったら開けよ」

　文句を言えばさらに笑われ、ドアがスライドしたのと同時に飛び出した。

「なんでお前まで一緒に出てくるんだよ」

　エレベーターホールに向かいながら早口で言えば、「ここのエレベーターは専用のキーを感知して動く。それを持ってないと動かないからな」とついてきた理由を口にした。

「面倒くさい部屋に住んでんな」

　八つ当たり気味に言えば、笑いを堪えているのが気配で伝わってきた。

「なんだよ。笑いたきゃ笑えばいいだろ。お前は昔から笑い上戸だったよな。今思い出した」

　千尋が冷静になればなるほど、寿鷹は腹を抱えてよく笑っていた。なにがそんなにおかしいのか、あまり笑うことがない千尋にはそのおかしさがわからない。

　エレベーターは待つことなく扉はすぐに開いた。寿鷹も一緒に乗り込んできたが、そうしなければ動かないのかとなにも言わずにいたら、エレベーターは地下に降りていった。

　このマンションの入り口は地下にしかないのかと言えばまた笑われ、騙されるように車に乗せられた。

「タクシーで帰るって言ったのに……」

「大人しく送られとけ」

　彼がハンドルを握る車は、運転手がいるいつものベンツではなかった。

「この車、格好いいな。なんて車？」

　ペーパードライバーの千尋は免許を取ったきり、運転をしたことがない。免許証はもはやただの身分証明書だ。

「ゲレンデヴァーゲンＧ五〇〇だ」

　車名を聞いてもピンとこないが、男ならこういう車に憧れる。

「覚えてないのか？　お前が好きだって言った車だぞ」

「俺が？　そんなこと言った覚えないけど……」

　再会したのが一昨日なら、車の話なんて一度もしていない。と言うことは、高校生の頃だろうか？

「電子書籍でバンド系の漫画を読んでる奴がいただろ。お前もそれを読んで、この車が格好いいとか言ってたの、覚えてないのかよ」

「全然、まったく。記憶にない」

　そんなことを覚えている彼に驚きだ。

「まあいいけど。覚えてないとか、お前らしいな」

　運転しながらくすっと笑う彼の横顔をちらりと見れば、眩しいほどの笑みにドキッとしてしまう。

　――なんでドキドキしてるんだよ……。

　息苦しくて部屋を飛び出してきたのに、今もまだ息苦しい。

　でもその息苦しさは、先ほどまでとはなにかが違っていた。
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「昨日は悪かったな」

　オープン前に店に来た塚本に、昨晩店を手伝ってくれた礼を言う。

「ぜんぜん。バーのマスターとか一度やってみたかったんだよね。大変だったけど楽しかったよ。鈴ちゃんとも仲良くなれたし。ね？」

　黙々とグラスを磨く鈴は、いつもならうまくあしらうのに、今日は珍しく頬を染めている。

　鈴とは昼過ぎに電話で話した。寿鷹に助けられ、そのまま彼の家で寝かせてもらった経緯を説明したが、セックスしたことまでは言っていない。

「お前、鈴になにかしてないだろうな」

「誓ってなにもしてません」

「ならなんで、鈴の顔が赤くなるんだよ」

「ち、千尋さんっ」

　鈴はあきらかに動揺し、それがまたいつもの鈴と違って疑わしい。

「お前はそういうとこが疎いっていうか、鈍いっていうか」

　自分が店に戻らなかったせいで鈴に迷惑をかけたのだ。塚本になにか嫌な目に遭わされたのなら、それこそ申し訳ない。

「ほんとになにもされてないか？」

　鈴に確認すれば、「心配されることはないから大丈夫です」と言う。

「そうそう。ただ俺が鈴ちゃんに付き合ってくださいって告白しただけ」

「っ、塚本さん！」

　焦る鈴とは裏腹に、塚本は笑みを浮かべている。

「付き合うのか？」

　鈴に水を向けるが、「ちょ、ちょっと在庫確認してきますっ」と裏に逃げられてしまった。

「もうちょっと気を遣えないもんかね」

「お前と付き合うのかどうか、聞いただけだろ」

　塚本が鈴に告白したと言うから、どうなったのか聞いただけだ。気を遣ったところで、聞く内容は変わらない。

「まあ、そういうところがお前らしいけど。今は鈴ちゃんの返事待ち」

「お前が店に来てたのは鈴が目当てだったわけか」

「半分くらいはね」

　昨日迷惑をかけたお詫びで、彼の好きなカクテルを作ってやる。

「半分って？」

「もう半分は、お前の様子を見にきてた」

「俺の？　なんで」

　作ったカクテルをグラスに注いでカウンターに置き、チャームを用意する。

「お前とは特に親しかったわけでもないのに、なんで卒業してから俺が連絡を取ったか、疑問に思ったことないか？」

　グラスに口をつけた塚本が、問うように聞いてくる。

「クラス委員長だから？　卒業後も他の奴らと連絡を取り合ってるんじゃないのか？」

「あのな。いくら俺が委員長でも、特に親しくもないのにわざわざ連絡しないって」

　呆れたように言う彼は、出したチャームのチョコレートをさっそく口にした。

「なら俺とお前は特に親しくなかったのに、なんで連絡してきたんだ？」

　卒業してから、わりとすぐだったか、塚本から連絡がきた。それからもちょくちょく電話をかけてくるから、たまに飯を食ったり飲みに行くようになった。

　店をオープンしてからのこの一年は手がいっぱいで、塚本が店に来る。

「んー、そろそろ話してもいいのかな」

　迷いを滲ませる口調に、「だからなにが」と促す。

「最初に俺からお前に連絡したのは、頼まれたからだよ」

「頼まれた？　って、誰に」

「心当たりないか？」

　そう言われても、思い浮かぶ顔はない。

「塚本と共通の人ってことだよな。仕事関係じゃないだろうし、それこそ高校の同級生に友達なんてひとりもいないし」

「あのな。お前は友達がいないって言うが、クラスメイトの大半はお前のこと友達だと思ってるぞ。いつもお前らと連んでたあいつらは友達じゃないなら何なんだよ。お前は素っ気なかったが、それでも一緒にいたんだ。嫌ならお前の傍にも寄らないだろ」

　塚本はなにか勘違いしている。あれは寿鷹の友達であって、千尋の友達ではない。寿鷹がいつも千尋と一緒にいたから、友達に見られていたのか？

　思考が顔に出ていたのか、「つくづくお前って鈍いな」と呆れられた。

「まあ、あいつが威嚇してたってのもあるか……」

　ぼそっと呟かれて、聞き取れなかった。

「なんて？」

「いや。とにかく、お前と連絡を取りたい奴らはいるってことだ」

「そうなのか？」

　意外な言葉に、首を傾げてしまう。

「そうなんだよ。お前は同窓会に一度も顔を出さないが、そのたびにお前のことを聞かれるぞ」

　それは初耳だ。同窓会はなんとなく避けていた。寿鷹が出席するかどうかもわからないのに、同窓会の通知が来るたび、スルーしていた。

「お前の様子を定期的に報告してほしいと俺に頼んだのは、藤堂だよ」

「……寿鷹が？」

　ますます意味がわからない。

「卒業式の日、寮の玄関で藤堂に会った。そのとき頼まれたんだ。たまにでいいから、お前と会って、様子を教えてくれってな」

「なんで寿鷹が、お前にそんなこと頼むんだ？」

「俺がお前にとって害がないからだろ」

「害って、なんの？」

　聞き返せば、苦笑された。

「お前が鈍いのは知ってるが、ここまで察しが悪いとはな」

　苦笑する塚本は、もっとチョコをくれとチャームの器を寄こす。

「俺が鈍いのはわかったから、意味が通じるように説明してくれ」

　チョコレートをこれでもかと盛れば、「ついでにお替わり」とカクテルグラスも寄こしてきた。

「お前達を見てるともどかしいって言うか、年月が解決するっていう問題でもないし、ちゃんと向き合えば他の道もあったと思うんだがな」

　カクテルを作りながら塚本の話に耳を傾ける。

「卒業式の日の早朝、藤堂の母親が亡くなった」

「え？」

　そんなこと、ひと言も聞いていない。初耳だ。カクテルを作る手が止まってしまう。

「寮の玄関で藤堂に会ったとき、お前の様子を教えてくれと頼まれたが断った。お前達とは特に親しかったわけでもなし、ただのクラスメイトにそんなこと頼まれても面倒なだけだ」

「でも引き受けたんだろ？」

　でなければ、塚本とこんなにも親しくはならなかった。

「ああ。理由を教えてくれたら考えてやる。そう告げたら、母親が今朝亡くなったと藤堂が言った。それで…………」

　そこで歯切れが悪くなり、千尋は止まっていた手を動かし、カクテルを目の前に置く。

　塚本はグラスに口をつけ、それから深く息を吐いた。

「あいつの母親は……」

　なおも言い淀み、沈黙が流れる。急かさずにじっと待っていると、ドアベルが鳴った。

　時計を見るとオープンの時間で、ちょうど裏から鈴も戻ってきた。

「いらっしゃいませ」

　三人連れの客と、続けてサラリーマンがひとり来た。鈴が接客をして、千尋がカクテルを作る。そうしている間にも、男性客がまたひとり来た。

「忙しそうだな。今夜は帰るよ」

「まだ話の途中だし気になるだろ」

「また今度な」

　カクテルを一息に飲み干し、席を立つ塚本を未練たらしく見れば、「次の休みにランチでも食いに行くか？」と誘われ、頷いた。

「お前は、俺が誰かに頼まれて連絡を取ってたことに腹が立たないのか？」

「友達じゃないのに連絡を寄こしてきたことに裏があると知って、なるほどなって納得した」

「面と向かって言われるとやっぱ寂しいな」

　塚本は苦笑しながら言う。

「そりゃ、最初の頃は頼まれたからお前に会ってたけど、少なくとも今は自分の意思でお前と会ってるってことは覚えといてくれよ」

　言われて、自分と塚本の関係はただの腐れ縁ではなく、友達なのだと認識させられる。

「そっか。塚本って俺の友達なのか……」

　言えば、ガクッと肩を落とされた。

「まあいいけどね。時間が決まったら連絡する。鈴ちゃん、またね」

　鈴が小さく会釈した。裏に引っ込むほど顔を赤くしたのが嘘のように、接客に徹している鈴はいつも通りだ。

　昨日の礼だから奢ると言えば、小さく手を上げ、塚本は帰っていった。

　寿鷹の母親が亡くなったことを知らされなかった自分は、彼にとって、いったいなんだったんだろう。

　周囲は自分達を友達だと認識していた。だが、友達なのにセックスをするだろうかと考えたとき、一番ぴったりと当てはまるのが、セックスフレンドという位置付けだった。

　ただ欲求不満を解消するだけの関係。それなら、友達でもない千尋に母親が亡くなったことをわざわざ報告することもないだろう。

　なのに、疑問が浮かぶ。

　――寿鷹はなぜ、塚本に自分の様子を知らせてくれと頼んだんだろう？

　彼の母親が亡くなったこととなにか関係があるのか、その理由を話すのを塚本が躊躇っていたのも気になる。

　手を動かしながら思考するが、次々と客が来店し、それどころではなくなってきた。

　金曜日の夜は一週間の中でも特に忙しい。翌日が休みのサラリーマンが多いから、目が回るような忙しさだ。

　あっと言う間に席が埋まり、ドアベルがまた鳴った。

　カウンターはあと一席だ。二人連れだったら待ってもらうか、断らなければならない。いらっしゃいませと目を向ければ、来店したのは寿鷹だった。

「忙しそうだな」

「見ての通り」

　だから帰ってくれと思うが、彼はスツールに腰掛けた。鈴がメニューを出す前に、「シェリートニックで」と前回とおなじ酒をオーダーした。

　――客として座ったのなら、追い返すわけにもいかないじゃないか……。

　今朝の今で、どんな顔をすればいいのか微妙だが、次々とオーダーが入れば気にしている余裕もなくなる。

「マスターって付き合ってる人いる？」

「残念ながらいません」

　三杯目のカクテルをオーダーしたほろ酔い客の質問に答えれば、寿鷹が「フードメニューをくれ」と言うのでメニュー表を渡してやった。

「休みの日はなにしてるの？」

「部屋の掃除をしたり、買い物に行ったりとかですかね」

「好きな食べ物は？　中華、フレンチ、イタリアン、和食なら、なにが好き？」

「そうですね……」

　考えながらカクテルを作っていたら、「あ……えと、やっぱいいです。答えなくて」と言われ、ふいに挙動不審になった客の視線をたどれば寿鷹を見ていた。

「おい。なにお前は睨んでんだよ。すみません、こいつ目つきが悪くて」

　前半は質問してきた客に、後半は寿鷹に言う。

「目つきが悪いのは昔からだ」

　ふてぶてしい面構えで言う彼は、いくつかフードをオーダーした。

「ここで飯を済ますつもりかよ」

「腹が減ってんだよ」

　注文されれば作らないわけにもいかず、チーズのリゾットにリコッタサラダ、四種のチーズのピザを作って出す。

「チーズばかりでよく飽きないな」

　彼がオーダーしたチーズ尽くしの料理に、作るだけで腹がいっぱいになってくる。

「チーズ料理はどんな酒にも合うしな」

　よほど腹が空いていたのか、見ていて気持ちがいいほどの食べっぷりだ。

「マスター、あのピザの他にも、種類ってある？」

　寿鷹が食べているピザを見て、食欲がそそられたのか、他の客が聞いてきた。

「ズッキーニと舞茸のピザに、いわしオイルサーディンのピザ、あとはシンプルなマルゲリータですね」

　そんなに多くはない種類を口頭で言えば、「フィッシュアンドチップスも」と寿鷹が追加のオーダーをした。

「どんだけ食うんだよ」

「朝からなにも食ってない」

　そう言われてしまえば、文句を言いながらも手を動かす。

　他の客からオーダーが入ったピザを作り、彼の追加の料理も作る。それを見た他の客も食欲がそそられるのか、次々とフードメニューが入った。

　忙しいが、店の売り上げ的にはありがたい。料理は好きだし、いつか店を大きくしたらもっとフードメニューを充実させたいと密かに思っている。

「ズッキーニと舞茸のピザって初めて食べたけど、マスター、これいけるね！」

「ありがとうございます」

　一通りフードメニューをオーダーした客にすべて出し終え、ひと息ついたところで、客のひとりが名刺を出してきた。

「実は雑誌の編集をやってるんだけど、今度お店の紹介をしてもいい？」

「どんな雑誌だ」

　答えたのは寿鷹だ。

「おい、お前は関係ないだろ」

　すみませんと謝りながら、千尋も棚にある名刺ホルダーから一枚抜き取り、名刺を手渡す。

「ありがとう。またあらためて連絡するね。今日は客だからこんなんだけど、仕事のときはちゃんとするんで」

　ほろ酔い気分で言い、会計に立つ客を送り出してから戻れば、視線が突き刺さる。

「なんだよ」

　なにか不満でもあるのか聞いても、寿鷹は答えない。

　パラパラと客が帰っていき、ドリンクもフードも出し終えた。ピークが去り、ようやく人心地がつく。

「お前はいつまでいるんだよ」

「まだ飲み足りない」

「四杯飲めば十分だろ。言っとくが、ここはバーだからな」

「バーじゃなければ、なんなんだ」

　ああ言えばこう言う彼は、まだ帰る気はなさそうだ。今朝別れたばかりなのに、なにしに店に来たのかわからない。

「ていうか、他の客を睨むなよ」

「お前の好きな料理を聞いてただろ」

「だからなんでそこで睨むのかって言ってんの」

「あれは明らかにお前狙いだろ。そんなことも気づかないのか」

　呆れ口調な寿鷹の言葉に、「は？」と小馬鹿にした声で返してしまう。

「客との会話に理由なんていらないの。その場の空気で向こうは喋ってるんだから、それに合わせるのも仕事なんだよ」

「だからナンパにも目をつぶるって？」

「ナンパじゃない」

「どう見てもナンパだ」

「俺もたいがいだけど、お前のほうが上手かも」

「なにが」

「空気が読めないとこ」

　言えば、隣にいた鈴がくすくすと笑いだした。

「あ、すみません。会話が聞こえてしまって」

「こいつ、くだらないだろ。鈴からも言ってやってくれ。客との会話に深い意味はないってさ」

　寿鷹と二人で話していても押し問答を繰り返すばかりなので、鈴に助け船を求めた。

「そうですね。お客さんにもよるかと思いますが、世間話をしながら楽しくお酒を飲んで帰ってもらうのが僕達の仕事ですしね」

「だろ？　どうだ、わかったか」

　鈴に同意し、寿鷹にどや顔で言う。

「けど……」

　鈴が申し訳なさそうに続きを話す。

「空気を読めないのは千尋さんの専売特許かと。さっきのお客さんに限らず、デートに誘われても気づかないくらいですからね、千尋さんは」

「え、そんなの誘われた覚えないけど……」

　一緒に働いている鈴の言葉は、説得力がある。鈍い自覚があるだけに、言いながら尻窄まりになる。

「いいんです。千尋さんはそれで。お客さんも、それがわかっていて楽しんでいるところもありますから」

「お前は昔からそうだが、自分に好意を寄せてる人間の感情に疎すぎる」

「昔から千尋さんはこんな感じですか？」

「ああ。まったく変わらない」

「まあそうですよね。人の本質はそう簡単には変わりませんしね」

　寿鷹と鈴が頷き合い、なんだか居心地が悪くなる。

「ていうか、お前はなにしに店に来たんだよ」

　矛先を向ければ、「飲みたいからに決まってるだろ」と返ってくる。

「飲みたいなら家で飲め」

「どこで飲もうが俺の勝手だ」

　その後も寿鷹は居座り、けっきょく帰ったのは閉店してから。

「藤堂さん、でしたっけ。彼が店に来るようになってまだ三日だけれど、例の嫌がらせ、昨日も今日もありませんでしたね。もしかして、藤堂さんがなにかしてくださったんでしょうか？」

「そう言えば、今日はゴミが散らかされてなかったよな」

「藤堂さんから、なにも聞いてませんか？」

「ああ。それどころじゃなかったし」

「昨日は大変でしたもんね。体はもう大丈夫ですか？」

「心配かけてごめんな。体はぜんぜん平気だから。そりゃ七年ぶりだったけど、あいつとは慣れてるし、逆によかったっていうか……」

　言っていて昨夜のセックスを思い出したら顔が火照ってくる。

「七年ぶりって、なにがよかったんですか？」

「へ？」

「藤堂さんが千尋さんを診てくれたんですよね？」

「そうだけど」

「無理矢理薬を飲まされたって……」

　言いかけた鈴は、こちらを見た。

「あ……と、こっちを片付けちゃいますね！　千尋さんはレジ締めしちゃってください！」

　早口で捲し立てたかと思えば、スツールに蹴躓いた鈴はあたふたしている。

「大丈夫か？」

「気にしないでください！　さくっと片付けちゃいましょう！」

　鈴が慌てふためくのは珍しい。塚本とどうなったのか、話の途中だったのを思い出して聞こうかと思ったが、まずは片付けが先だとレジ締めに取りかかる。

「よし、終わったー」

「こっちも終わりました」

「そんじゃ、帰るか。それにしても腹が減った……」

「今日は忙しかったですもんね。なにか食べて帰ります？」

「そうだな」

　店の戸締まりをして、外階段を上がりながら話す。先を歩く鈴が「やっぱり」と振り返った。

「今夜は帰りますね。お疲れさまでした」

「おい、鈴！」

　追いかけようと階段を上がりきったところに、寿鷹が待っていた。

「帰ったんじゃなかったのかよ。ていうか、待ち伏せするの好きだな」

「送ってく」

「せっかく鈴と飯食おうと話してたのに」

「俺が付き合う」

「お前は店で食っただろ。もういいや。面倒だから家で食う」

「遠慮すんな。付き合うぞ」

「こっちが遠慮する」

　歩きながら大通りに出れば、樋口が運転するベンツが目の前でスッと止まった。

「昨日も一昨日も、待つことなくちょうどのタイミングで車が来るよな。なんで？」

「企業秘密だ」

　彼はくすっと笑い、車に乗るよう促す。

　千尋が見た限り、電話をかけて車を呼んでいたわけではない。謎に思いながらまた今日も車に乗せられてしまった。

「あ、そう言えば……」

「なんだ」

　車は千尋の家の方角へと走り始めた。

「例の嫌がらせ、昨日も今日もやられてなかったんだけど、寿鷹なんかした？」

「その件はまだ調査中だ」

　だから今は聞くなと言う。

　そこで会話は途切れ、他に話すこともないまま、千尋のマンション前に着いてしまった。

「じゃあな」

　走り去っていく車を見送りながら、なんのために寿鷹は店に来たのか考えるが、やはりわからなかった。










六











　午前中とはいえ、残暑はまだ厳しく、五分も歩けば汗がじわりと浮き出てくる。

　寿鷹は一週間続けて店にきた。夕飯を食べに来ているのかというくらい、がっつり飯を食べ、閉店まで居座ったあげく、帰りは車で送られるのが日課になってしまった。

　彼が来るようになった翌日から、嫌がらせはピタリと止んでいる。どういう手を打ったのかまだ教えてくれないが、寿鷹が来店することとなにか関係があるのだろうか。それにしては、ただ店に来て飲み食いしているだけにしか見えないけれど。

「ほんと、なにしに来てるんだか……」

　気づけば、彼のことばかり考えている。せっかくの休日なのに、寿鷹のことを聞くために塚本と約束をしているのだ。

　千尋が知らないことを、塚本は知っていた。なぜ、塚本にだけ教えたのか。なぜ、千尋の様子をみてくれと塚本に頼んだのか。

『お前とはもう会わない』と彼が口にしたこととそれは、結びつくのだろうか。

「考えたってわからないんだよな……」

　だからこうして、塚本と会う約束をした。千尋が知らない、寿鷹のことを聞くために。

　考えながら駅へと向かっているところで、ふいにワゴン車が急ブレーキを踏んで目の前に止まった。勢いよくドアが開き、数人の男達が飛び出してきた。

　千尋目がけて向かってくる。ヤバイと思ったときには捕まり、男の拳が鳩尾に決まった。

「っ……」

　衝撃が走り、息苦しくて声が出ない。

　グラリと傾ぐ体を担ぎ上げられ、車に乗せられた。

　痛みに目を閉じれば、もう二度と会わないと背を向けた、制服を着た寿鷹の後ろ姿がなぜか瞼の裏に浮かんだ――。
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「うぅ……」

　まるで荷物のように体を肩に担ぎ上げられ、車から降ろされた。

　朦朧とした意識の中、いつのまにか気を失い、気づいたときには口にガムテープを貼られていた。目隠しをされ、後ろに手を縛られていて、身動きが取れない状態だ。

　体の自由を奪われると不安が一気に押し寄せてくる。ここがどこなのかもわからない恐怖に、心臓は破裂しそうなほど脈打っていた。

「お疲れっす」

「兄貴、お疲れっす」

　ドアが開く音に続いて、挨拶の声が次々と飛ぶ。

「っ……」

　ドサッと体を投げ捨てられて跳ね返った。

　ふいに目隠しを外され、目に飛び込んできたのは、自分を囲む男達の下卑た笑い顔だった。その中に、店にきた金髪男と、媚薬を飲まされたときの赤い髪の男の姿もあった。

「二十五なんすよね？」

「見えないっすね」

「顔が綺麗だと色気があっていいな」

「カメラの用意はしたのか」

「あ……っと、すぐ持ってきます！」

　赤い髪の男は一番下っ端なのだろう。慌てた様子で視界から消えた。

　千尋はソファに降ろされ、男達に囲まれている。赤い髪の男がいた隙間から様子を見れば、どこかの事務所のようだった。

　――俺は拉致されたのか？

　視界が戻れば、脅えよりも、状況を把握する思考が働きだす。

　壁に掛けられた大きな額には、力強い筆文字で『尾形組』と書かれている。どこかで聞いたことのある名前だ。

「兄貴、用意できました！」

　赤い髪の男が戻ってきた。

　――尾形組ってたしか、シャングリアのバックについてるヤクザじゃなかったか？

　塚本が言っていたのを思い出す。

「わざわざ事務所に拉致らなくても、店でよかったんじゃないっすか？」

　値踏みするようにジロジロと千尋を見る男が、疑問を口にした。それもそうだと、千尋も思う。

　なんでここまで連れて来られたのか、そもそも拉致される意味がわからない。

「そんなこと知るか。榊の兄貴の命令だしな」

　――榊が命じた？

　ヘビ男……榊が千尋を拉致するように命じたと知り、先週のことを思い出す。

　店の裏で媚薬を飲まされた。あのまま寿鷹が来なければ、シャングリアに連れて行かれただろう。

　――あの嫌がらせの続きなのか？

　店の前にゴミを散らかすだけでは終わらず、千尋を拉致して、いったいなにがしたいのか。そうまでして営業妨害をしたところで、店の売り上げが伸びるとは到底思えない。

　客が入らないなら、どうすれば客が入るのか、そちらに頭を使うべきだ。それこそ金があるなら、経営コンサルタントを雇うのもひとつの手だろう。

　八つ当たりを千尋の店に向ける子供じみた行動が馬鹿らしい。

　商売に向いていないんじゃないか？　とイヤミを口にしようとしたが、口にガムテープを貼られていては喋れない。

「お疲れっす！」

「お疲れさまっす！」

　次々と声が飛ぶ中、ドアが開く。

　部屋に入ってきたのは榊だ。

　ソファの前に群がっていた男達がいっせいに整列して並ぶ。

「お、うまくいったみてえだな」

　榊がニヤけた顔でソファに近づいてくる。口に貼られたガムテープをベリッと剥がされた。

「っ……」

　たかがガムテープでも、一気に剥がされれば地味に痛い。

「なんでこんなところに連れて来られたんだって顔をしてるな」

　口のまわりがヒリヒリする中、思っていることを榊が代弁するかのように言い当てる。

「先週は邪魔が入ったしな。店に連れ込んだところでうちの店とお前んとこは目と鼻の先だ。また邪魔が入らねえように、事務所に連れて来たってわけだ」

「なんで俺を連れて来たのか、肝心なとこが抜けてる」

　突っ込めば、ケラケラと笑われた。

「そんなの決まってんだろ。話し合うためだ」

　榊はにやりと笑い、ポケットから折り畳んだ紙を出して広げた。

「誓約書だ。お前はこれにサインをするだけでいい。そしたら解放してやる」

　眼前でひらひらと振られた紙に目を滑らせる。

　最初の一行目には、『この度、私は、ＢＡＲ ＭＩＳＥＲＹの営業を辞め、速やかに店を畳むことを誓約いたします』と書かれていた。

「は？　意味がわからない。っていうか、そんなものにサインなんかするわけないだろ」

　高校を卒業してから一生懸命働いたお金で、ようやく一年前に店を出したのだ。こんな脅しに屈して店を畳むほど、軽い気持ちで始めたつもりはない。

「今のうちにサインすれば、痛い目に遭わずにすむぜ？」

　榊が腕の縛りを解いた。

「逃げようったって無駄だぞ。お前に逃げられるとは思えねえけどな」

　そんなこと言われなくてもわかっている。自慢ではないけれど、拳を交えたケンカなんて一度もしたことがない。だからといって、わかりましたとサインするほど聞き分けが良いわけでもなく、命さえあれば殴られようが蹴られようが我慢すればいいだけだ。

　――そうすると、しばらく店には立てなくなるか……。

　痣だらけの顔でカウンターに立てば、客が気を遣い、旨い酒も不味くなる。それは困るなと考えあぐねているところに、榊が誓約書とペンをテーブルに置いた。

「素直に書けば、丁重に家まで送り届けてやるぜ？」

　拉致したことを考えれば、家を知られていてもおかしくはない。マンションの前には大きな公園があり、日中は親子連れが目立つ。千尋が拉致された場所は、駅へと向かう途中のガード下を抜けたところだ。人目も少ない。

　家を知られているとしたら、この先も面倒がついて回る可能性は高い。店だけでなく、マンションに住めなくなるような嫌がらせもこいつらならやりかねなかった。

　――どうやって切り抜ける？

「あのさ、聞きたいことがあるんだけど」

「てめぇ、なに悠長に質問なんかしてんだ！　早くサインしろや！」

　痺れを切らしたように、金髪の男が煽ってくる。それを手で制した榊は、「ずいぶん余裕があるじゃねぇか」と笑いながら言う。

「泣きわめかない男は嫌いじゃねえ」

　向かいのソファにドサッと腰掛けた榊は、懐からタバコを取り出し一本口に咥えた。すかさず金髪男がライターに手を添え、榊の煙草に火をつける。

「で、話って？」

「ここ最近ゴミの嫌がらせがないんだけど、なんでだ？」

　この状況下で聞くのもおかしな話だが、張本人が目の前にいるのだから、聞かない手はなかった。

「その質問に答える前に、お前の店にいたあの男は何者だ？」

　あの男と榊が言っているのは、寿鷹のことだろう。

「高校の同級生だ」

「あの迫力はタダ者じゃねえ。ヤクザを恐れないあたり、おそらくマル暴のダチなんだろ」

　紫煙を燻らせる榊は、鼻に皺を寄せて吐き捨てるように言う。

　――マルボウ……マル暴ってたしか、暴力団を相手にする刑事のことだっけ？

　こんな状況では思考も鈍るが、マル暴という単語には覚えがあった。

「お前の店には二十四時間、サツが張り付いてやがる」

「サツ？」

「はっ、なんも知んねぇのな。マル暴のダチに頼りっぱなしか」

　サツというのは、警察のことだ。

　――もしかして、寿鷹のことを刑事だと勘違いしているのか？

　ゴミの嫌がらせがこの一週間ないのは、店の前を誰かに見張らせているらしいと榊の言葉でわかった。寿鷹に聞いても教えてくれなかったが、そういうことかと納得すれば、「お疲れさまっす！」と挨拶が飛ぶ。

　ドアが開き、入ってきたのは、店の裏で会った頬に傷のある男だ。

「おう」

「近藤さん、お疲れさまっす」

　榊がソファから立ち上がり、頬に傷のある男、近藤が、ドカッとソファに座った。

「よう兄ちゃん。久しぶりだな」

　近藤がタバコを咥えれば、榊がサッとライターを出して火をつける。

「なんだ、まだサインしてねぇのか」

　テーブルの上の誓約書を見て、近藤がチッと舌打ちした。

「すんません。今書かせますんで」

　榊はよほど頭が上がらないらしい。テーブルを回り込んでくるとペンを手に取り、千尋にそれを握らせた。

「早くしろ」

「断る」

　しろと言われてサインする馬鹿がどこにいる。テーブルにペンを置けば、頬に衝撃が走り頭がグラリと揺れた。

　ソファの背もたれに体がバウンドする。榊に頬を殴られたのだ。

「おい、榊よ。きれいな顔に傷をつけるんじゃねぇ。兄ちゃんの顔は俺好みだって忘れたか？」

　近藤が言えば、「すんませんっ！」と榊が謝る。

「兄ちゃん、痛かっただろ。悪いな。こいつは昔から手が早くてよ」

　これが客だったら、大丈夫です、とか、お気になさらずに、と口にするところだ。けれども今は拉致されて、店を畳む誓約書にサインをさせられそうになっていて、頬を殴られた。とてもではないが、平気ですなんて言いたくもなかった。

　一回殴られただけなのに、ジンジンと頬が痛む。

「こいつにサインしてくれりゃ、兄ちゃんは家に帰れる。痛い目に遭いたくねぇだろ？」

「俺は、サインなんかしない」

　脅されても、千尋の意思は変わらないし、生半可な気持ちで店を出したわけではないのだ。

　今は小さな店だが、それなりに常連客もついて経営が安定すれば、今より広い店を借りてテーブル席を作り、フードメニューをもっと充実させたいという目標もある。

　そんな千尋の思考に興味のない近藤は、ソファの背もたれに悠然ともたれかかった。

「ただの人形はつまらねぇが、強情すぎる男ってのも手に余る。なあ、榊よ」

「その通りっす」

　なにが言いたいのか、含み笑う近藤は紫煙を燻らせた。灰が落ちそうになれば、榊が差し出す灰皿に灰を落とし、また煙草を吹かす。

　一本吸い終わった近藤は千尋の目を見て、にやりと笑った。

「こんだけの男達を前にして脅えねえのは肝が据わってるのか、ただの無知なのか。兄ちゃんはどっちだ？」

　どっちだと言われても、そのどちらでもなかった。味方がひとりもいない状況で、脅えないでいられるほど神経は太くない。身の危険を感じるけれど、どう切り抜ければいいのか思案しているだけだ。

「ほんとはもっと時間をかけてぇところだが、親父が戻る前にどうにかしねぇとな。榊よ」「へい！」

　近藤の隣にいた榊がテーブルを回り込み、千尋の手に再びペンを握らせた。

「さっさとサインしろや！」

「断る！」

　ペンごと手を握られても、サインなんて絶対にするもんか。断固として拒否すれば、舌打ちした榊は千尋をソファに押し倒し、馬乗りに体を跨いだ。

「……っ」

　遠慮のない榊の体重が下腹部を圧迫する。押し退けようとしてもビクともせず、体格の差がこんなところに出てしまうのが悔しい。

「自分の意思でサインしてりゃ、痛い目に遭わせず帰してやったのによ」

　また頬を張られるのかと身構えるが、顔を傷つけるのを良しとしない近藤の目があるからか、手は出してこなかった。

　様子を窺えば、懐に手を入れた榊は、シルバーのアルミケースを取りだした。

「兄ちゃん。これがなんだかわかるか？」

　ニヤつく榊は、シルバーケースの蓋を開けた。そこから、煙草を一本取り出す。先ほど吸っていた煙草とはどうやら違う種類みたいだ。

　喫煙の習慣はないが、店で吸う客もいるから煙には慣れている。

　榊がそれを口に咥え、自分で火をつけた。深く吸い込めば、先端がチリリと赤く燃え、千尋の顔にふうーと吐き出した紫煙は先ほどの煙草と違い、嗅いだことのない独特な臭いが鼻先を掠めた。

　甘い香りのするハーブのお香を草原で焚いているような、例えるならそんな臭いだ。

「手を押さえろ」

　榊の合図で千尋の頭上に男が立ち、バンザイをさせられて手を押さえつけられた。

「っ……離せよ！」

「これを吸ったら、病み付きになるぜ」

　榊は言うが、無理矢理吸わされたからと言って、吸い慣れない千尋はおそらく煙に咳き込むくらいだ。

　――それとも、煙草ではないのか？

　見た目は煙草と変わらないが、煙の臭いが違った。銘柄によって臭いが違うそれかと思ったが、違うのか？

　榊はそれをもう一度吸い込み、紫煙を吐きだす。そのまま手が伸びてきて、ギュッと鼻をつままれた。

「んんっ」

　顔をふるが、さらに強くつままれてしまい、吸いさしの煙草を咥えさせられた。咄嗟に呼吸を止めるが、それにも限界はある。

「吸ってみろ」

　煙草を咥えさせられたまま首をふっても榊の手は離れず、息を止めているのも苦しくなり、空気を吸い込んだ途端、クラリと目眩がした。

「ケホケホッ」

　咳き込めば、榊の手はようやく離れた。甘くて草っぽい煙が口の中に広がり、鼻から抜けていく。

「もう一度だ」

　無理矢理口の中に入れられ、吸いたくないと思っても、呼吸をすれば一緒に吸い込んでしまう。

「……っ、これ、ケホケホッ、煙草じゃ……ないっ」

　喫煙の習慣はないが、興味本位で煙草を吸ったことはある。銘柄は覚えていないが、尋常じゃないほど心拍数が上がった記憶もなければ、こんなにもすぐ口の渇きを覚えるのは明らかにおかしかった。

「大麻だ。混ぜ物は入ってねぇから安心しろや」

「ゃ……嫌だっ」

　大麻と言われ、口に咥えているのを吐き出そうとするが、榊はそれを許さない。体を捩っても逃げられず、焦れば焦るほど咥えた大麻越しに息を吸い込んでしまう。

　ふいに恐怖を感じて、涙が溢れてくる。泣きたくないのに感情が高ぶり、勝手に涙の粒が盛り上がってきた。

「兄ちゃんがサインすりゃ、大麻を使わずに済んだのによ」

「ぃや、嫌だ、嫌だぁ！」

　駄々っ子のように抵抗することしかできない自分に歯がゆさを覚えるが、なにを抵抗しているのか、自分でもわからなくなってきた。

「……たか……さたか……ひさたか……」

　うわごとのように、寿鷹の名前を呼ぶ。

　なぜか浮かんでくるのは、彼の顔だ。

「……ひさたか、ひさたっ、ひっく、ひさたかぁ……」

　子供みたいに名前を呼び続けても、どうにもならないのが現実だ。

「おい。ビデオを回せ」

「了解っす」

「素人相手のセックスビデオは高値で売れるからな。しっかり撮れよ」

「ウッス」

　耳に水が入ったように聞こえてくる声はくぐもり、会話の内容がまったく頭に入ってこない。

　手の拘束はいつの間にか解かれ、榊が千尋の服を脱がしにかかるが、抵抗するという意思すら沸かなくなるほど、頭がぼうっとしている。

「ヒュー」

「極上の体っすね」

「男なのに俺全然イけるっす」

　シャツを脱がされ、ズボンも下着も足から抜かれた。

「ピンク色の乳首、ヤバいっすね！」

「てめえら、うるせえ。少し黙ってろ！」

　興奮した榊の声が近くから聞こえたかと思えば、胸にヌルリと温かいなにかが這ってきた。

　ピチャピチャと音を立てて舐められ、それが舌だと気づいても、この状況が夢か現実なのかもよくわからず、思考はふわふわしている。

　両方の乳首をびちゃびちゃになるほど舐められて、それをビデオカメラに撮られている。なのに、抵抗しなければという考えには至らないのだ。

　それよりも胸がむず痒く、下肢に覚えのある熱が集まってきた。

「ぁ、ん……」

　乳首を引っ張られ、ギュッと抓られれば、声が上がってしまう。痛みよりも、そこからジンジンと疼く火種に全身が甘く痺れていく。

「……可愛いっすね」

「このビデオ、爆売れ間違いないだろ」

　男達に見られていても、恥ずかしいとすら感じないのは大麻のせいなのか。胸を弄られれば気持ちよくて、甘ったるい声が室内に響き渡っていた。

「榊、こっちをしゃぶらせろや」

「へいっ」

　ふいに体を起こされ、腕を引っ張られて向かいのソファにしゃがまされた。近藤がズボンの前を寛げ、下着からペニスを取りだす。

　すでに勃起しているそれは歪な形状で、色も黒く、鈴口は先走りで濡れていた。

　榊に前髪を掴まれ、近藤の股間に顔を押しつけられた。

　グイグイと近藤の雄が顔に当たり、千尋の唇をたどるように、先走りを塗りつけてくる。

　鼻につく独特な雄の臭いに、「ぅくっ」と吐き気が込み上げ、嘔吐くまま近藤の股間に吐瀉物を撒き散らしてしまった。

「兄貴！」

「てめぇ！　兄貴になんてことしやがる！」

　男達が叫ぶ中、近藤に髪を掴まれ、顔を上げさせられた。

「さすがにこりゃ頭にくるな」

　近藤は言い、手を振り上げたかと思えば、ゴッ、と鈍い音がした。体が床に吹き飛び、鼻から温かいものが垂れてきた。床に点々と滴った血が落ちていく。

「はなぢ……？」

　時間差で右頬がカッと熱くなり、それが殴られたものだと遅れてきた痛みで気づく。それくらい思考は鈍っていたが、痛みで靄が散ったように脳内がクリアになっていく。

　――俺は、なにをしていたんだ？

　服を脱がされ、裸にされて、榊に胸を舐められて喘がされたのをビデオに撮影されていた。近藤のペニスをしゃぶらされそうになり、気持ちが悪くなって吐いたのだ。

　あれだけふわふわしていたのに、意識は飛ばず、記憶もしっかり残っていた。

「榊、先にサインさせろや。使いもんにならなくなってからじゃ遅いからよ」

「へいっ」

　近藤の汚れた股間を、金髪男が慌てて拭いている。榊に腕を掴まれ、テーブルの前に引きずられた。

「おらっ、さっさと名前書けや！」

　背中を蹴られ、テーブルに突っ伏してしまう。鼻血は止まらず、何度も背中を蹴られて呻いた。

　胃の不快感は一度吐いても治まらず、迫り上がってくる嘔吐感に口を手で押さえたが間に合わなかった。先ほどは近藤の股間に、今は誓約書を汚してしまった。

「てめぇ！」

　榊の蹴りが脇腹にヒットし、ドザッと床に倒れた。咄嗟に体を丸めたのは本能だろうか。倒れた先に立っていた男に肩を蹴られ、また別の男には尻を蹴られた。

「……っ」

　誓約書にサインをするくらいなら、体の痛みに耐えるほうがマシだ。なにをされても、絶対にサインをするものかと誓うそれを見抜いたように、近藤が口を開く。

「シャブを持ってこい」

「へいっ！　てめえらはこいつを押さえとけ！」

「ウッス！」

　榊が指示をだし、バタバタと慌ただしく部屋を出ていった。数人の男達に丸めた体を開かれて、手足を大の字にして押さえつけられた。

　すぐに戻ってきた榊の手には、小さな注射器があった。口でキャップを外し、ピストンに手をかけて僅かに押せば、針の先端からピュッと液体が空を舞う。

「ハッパなんてかわいいもんじゃなく、シャブ漬けにしてやるよ」

　榊が言うシャブとは、覚醒剤のことだろう。

　覚醒剤なんて打たれたら、日常生活に支障を来すどころではなく、それこそ店に立つことさえままならなくなる。

　――そんなの絶対に嫌だ！

　どこにそんな力があるのか自分でも驚くほど、手足を押さえつけている男達を振り払った。

　まさか千尋がこの状況で逃げ出すとは思わなかったのだろう男達は油断したのか、慌てて捕まえようとするが、千尋のほうが一足早かった。

　立ち上がりながら、ドアに向かって走る。

　あともう少し、ドアノブに手を伸ばしたところでグイと二の腕を掴まれ、床に思いきり体を投げられた。

「……っ」

　男達がわらわらと千尋を取り押さえる。

「素人相手にボサッとしてんじゃねぇ！」

「すんませんっ！」

　腕を掴んだのは榊だった。

　うつ伏せに取り押さえられるや、泰然とソファに座っていた近藤が立ち上がった。

「兄ちゃんよ。あんま手間かけさせんなや」

　歩いてきた近藤は千尋の頭上でしゃがみ、髪を掴んで顔を引き上げた。

「きれいな顔が台無しだなこりゃ。けっこう気に入ってたんだが、俺の大事な息子にゲロを吐かれちゃ殴りたくもなるわな」

「ぃっ……」

　右へ左へ頭を大きく揺すぶられ、目眩がする。

「榊、早くしろや」

「へいっ」

　千尋の左腕を押さえていた男が場所を空け、そこに榊が陣取った。

　榊は千尋の腕に指先を這わせ、なにかを探すようにまさぐっている。それが静脈を探しているのだと遅ればせながら気づくのと、榊の指先がそこを押すように確かめたのは同時だった。

「お、あったあった」

「ゃ、やめろ！」

　手足をバタつかせても、今度こそ逃げられないように強固な力で押さえつけられていてビクともしなかった。

「一瞬でハイになるから心配すんな」

「そんなの望んでない！」

「望んでなくても、てめぇのキメセクをビデオに撮って売るんだよ。そしたら褒美にまたシャブを打ってやるから安心しろ。シャブ漬けになっても面倒はみてやるからよ」

　ゲラゲラと嘲笑の声が四方から聞こえてくる。言いなりになんてなりたくないのに、注射器を構えた榊は探り当てた静脈に針を当てた。

　諦めたくはないけれど、体を捩っても手足を動かしても、男達の手は離れなかった。

「ゃ、ぃや、嫌だ！　ひ、ひさたかー！」

　思わず彼の名前を呼ぶ。

「ひさたか！　ひさたっ、ひさたかぁ！」

　正常な思考でいられるのは今が最後かと思えば、最後に顔が浮かぶのは他の誰でもない、寿鷹だった。

　高校の卒業式でお前とはもう会わないと告げられた。性欲処理でセックスしていたが、卒業してまで会う必要はないのだと言われたみたいで、後追いはしなかった。

　寮生活だからこそ、彼は千尋とセックスしていただけ。外の世界に戻ればわざわざ男の千尋を相手にしなくても、寿鷹ならモテるだろう。

　そう自分自身を納得させた。

　なのに、会わなかった七年の間に、何回彼のことを思い出しただろう。考えないようにしても、人肌が恋しい夜は、寿鷹の熱しか知らない体は彼を思い出す。

　気づきたくないのに、寿鷹の名前を呼べば呼ぶほど、会いたくてたまらなくなった。

　会いたくて、会いたくて、会いたくて。その腕に抱きしめてほしいと思うのは、彼のことが好きだから。

　――そう。寿鷹のことが好き。大好きだ。

　彼を求めるこの気持ちに名前をつけるなら、これを恋と呼ぶのだろう。

　気づかないふりをしていたかった。叶わない想いに気づきたくなかった。

　でも、これが最後になるのなら、意識が正常であるときに彼の名前を呼べてよかったとも思う。

「寿鷹……」

　その名前を呟けば、胸がぎゅうっと締めつけられる。

「誰も助けになんか来ねぇよ」

　榊は言い、ゲラゲラと男達は嘲笑う。

「すぐになにもわからなくなるから安心しろや」

　掴まれた腕に指先が食い込み、皮膚に押し当てられた針がめり込んでくる。

「っ……ひさたか……ひさたかぁ、ひさたかぁ……」

　肌にチクン、とした痛みが走ったのと、ドアの外が騒がしくなったのは同時だった。

「なんだぁ？　おい、誰か見てこいや！」

「へい」

　男のひとりが立ち上がろうとしたら、勢いよくドアが開いた。

「…………ひさ、たか？」

　幻を見ているのだろうか。

　肩で息をしている寿鷹と目が合い、瞠目する彼の視線が、周囲にいる男達に転じた。

　獰猛な肉食獣のようだと思った。

　狙った獲物に狙いを定める彼の鋭い視線に、男達に緊張が走るのがわかる。

「てめぇら全員、ここでぶちのめしてやる……」

　低く唸る声に、気圧された榊の手から注射器が離れ、床に落ちた。

　千尋の体を押さえつけていた男達の手があっと言う間に離れていく。

「こ、こいつ、ヤバくねぇか？」

「ていうか、下にいた奴らはどうしたんだよ」

　この部屋以外にも人がいたのか、寿鷹の手を見れば、拳が赤く染まっていた。

「警察は呼んだから、殺さない程度にしとけよ」

　言いながらドアから姿を現したのは塚本だ。

「……塚本？　なん、で……ここ、に？」

「それはあとで話すよ。ていうか、やっぱり訂正。藤堂、うっかりこいつらを殺しても俺が正当防衛で弁護してやるから好きにしろ」

　千尋の姿を見て眉を寄せた塚本は、そう言い直す。

「て、てめえら、サツじゃねえのかよ！」

　榊は言うが、寿鷹は答えない。ビデオを撮影していた男に歩み寄り、目にもとまらぬ速さで、男が床に吹き飛んだ。

「ぁ、ぁ…………」

　ガタガタと震える男は鼻と口から血を流し、前歯が数本なくなっていた。

「こ、ここ、近藤さん……あ、あいつのツラにみ、見覚えがあるんすけど……」

　男のひとりが後ずさりながら言う。

「と、藤堂のわか、わ、若頭じゃねえっすか……」

「馬鹿なこと言うな！　こんなとこに藤堂組の頭が来るわけねえだろ！」

　叫ぶ近藤の声に、「で、でも……うちの兄貴がおなじ学校の先輩で、写真を見せられたことがあって……」と言えば、男達がざわつきだす。

「お、おい、藤堂組はやべぇだろ」

「親父に知られりゃ、俺達はどうなるんだよっ」

「し、知られる前に、カタつければ問題ねぇ！」

「そ、そうだ！　ヤられる前にヤるだけだ！」

「頭の首を取ったら、うちの組は一気に格上げだぞ！」

　多勢に無勢ならばと、男達が一斉に寿鷹に向かっていく。

　いくら彼が強くても、同時に複数の男達を相手にするには分が悪すぎる。塚本が加勢するのかと思えば、男達から離れ、スマホを耳に当てていた。

「寿鷹……」

　自分のせいで彼がヤられたらと思うと、目を背けたくなる。けれども千尋が見ていないところで彼が倒れるのはもっと見たくなかった。

　心配でハラハラする千尋の目の前で繰り広げられるのは、圧倒的な力の差だった。

　まるで映画のワンシーンのように、男達の攻撃をかわしながら、人技とは思えないほどのスピードで拳や蹴りが繰り出されていく。

　千尋の心配など杞憂で、男達が次々と床に倒れていった。

　――寿鷹って、こんなに強いのか？

　高校生の頃はしょっちゅうけんかをしていたのを思い出す。目の前で始めることもあれば、呼び出されてはけんかをしていたのだ。

　あの頃は頬や腹に痣を作ることもあったが、今は、拳に相手の血がついているくらいで、倒れた男達の攻撃は寿鷹に一発もヒットしていなかった。

「お前はこいつの店でも会ったな」

　向かってきた男達を全員倒し、残るは榊と近藤だけになった。

　千尋の脇でしゃがんでいた榊は立ち上がり、ポケットからナイフを出す。

「寿鷹！」

　刺されたらと思うと、気が気でない。

　ナイフを見ても顔色ひとつ変えない彼はスーツのジャケットを脱ぎ、それを千尋に投げて寄越した。

「羽織ってろ」

「でも俺、汚いから……」

　汚れるのを心配すれば、「いいから着てろ」と強く言われ、あとでクリーニングして返そうと、裸のままだったので羽織らせてもらう。

「ふん、優しいこった。ただもんじゃねぇとは思ったが、サツじゃなく、同業だったとはな」

「この臭いはハッパか」

「混ぜ物は入ってねぇよ」

「吸わせたのか」

　寿鷹の声がさらに険しくなった。人を殺めてしまいそうなほどの気迫に、榊がジリジリと後ずさる。

「吸わせたのかと聞いてるんだ。答えろ！」

「た、ただのハッパだろ。シャブは未遂なんだからマジになるなって」

　その言葉を聞いた彼の目に殺気が走る。床に転がったままの注射器を見るなり、驚くほどの速さで榊に跳び蹴りを食らわせた。

　一瞬の出来事に、なにが起きたのか、千尋も呆然としてしまう。

　ただ、口から泡を吹いている榊が床に倒れていた。

「動くな！」

　ふたりに気を取られていて、近藤の存在を忘れていた。千尋の首に腕をまわし、喉元にナイフを突きつけられた。

「ぅ……」

「千尋！」

　刃先が当たっているのだろう。チクッとした痛みが走る。

「まともにやり合っても勝てねぇわな」

　近藤は言い、千尋の喉元に刃先を当てたまま立たせ、ドアに向かい歩かせられた。

「そこの兄ちゃん、場所を空けてもらおうか」

　ドアの前に立っていた塚本も近藤に気づかなかったらしい。顔を顰め、スマートフォンを耳から離し、そこから一歩、二歩と移動した。

「うちの尾形組は御影組の傘下だ。御影と敵対している藤堂が圧倒的に優勢なのは誰が見ても明らかだ。その頭に勝てるとは端から思ってねぇよ」

　千尋の頭上で吐き捨てるように近藤は言う。

「だがよ、下のもんに来させねぇでわざわざこいつを助けに来るってことは、こいつはおまえのイロだ。違うか？」

　嘲笑う近藤はドアまでの距離をじりじりと詰めていく。

「藤堂組の頭のイロを手土産に御影へ行けば、俺は一気に大出世だ。藤堂の頭のイロなら十分な取り引き材料になる。俺は御影組の幹部になれるかもしれねぇ」

「それは無理だな」

　きっぱりと寿鷹は言い切った。

「なんだと！」

「お前がそいつを手土産にできなかったら意味ないだろ」

「はっ、この状況がわかってねぇようだな。俺の手の中のこいつが見えねぇのか！」

「ぅ……」

　グッと腕を持ち上げられれば首が絞まり、息苦しくなる。

「お前の行動は穴だらけだ。行き詰まって最後の手段で切り札を手に入れたつもりでいるが、お前はそいつに手をだせない」

「なんだと！」

　近藤が吠える。

　ナイフを握る手がブルブルと震え、その振動が伝わってくる。なぜ近藤が自分に手を出せないのか、ナイフをスッと横に引けば首の動脈は切れるのだ。手を出せないどころか、それこそ千尋の運命は近藤の手の中にあると言ってもいい。

「お前は、俺と刺し違えてでも俺のタマを取る覚悟がない。そいつに手を出して俺に恨まれたらどうしようかと脅えてるのが丸わかりだ」

「俺は腰抜けじゃねぇ！」

「お前は腰抜けじゃなくて、ただの卑怯者だ。人質を取らなければ自分の身ひとつ守れないんだからな」

「なんだと！」

　煽る言葉に、近藤がわなわなと震えている。

「サシで勝負もできない男が幹部の役職に就けると本気で思ってるなら目出度い頭だ」

「俺をばかにすんじゃねぇ！」

　どこまでも近藤を追いつめる彼は、にやりと不敵な笑みを浮かべた。

「相手をしてやるからかかってこい。滅多にない機会だぞ。万が一俺のタマを取ったら、お前は一夜にして有名人だ」

　千尋は首をふる。近藤はナイフを持っているのだ。いくら寿鷹が強くても、ナイフで刺されたらそれこそ死んでしまうかもしれない。

　それなのに、彼は近藤をたきつけて、自分に向かって来させようとしている。今も、手のひらをクイクイと、かかってこいと挑発的に近藤を煽っていた。

　自分のせいで寿鷹が傷つくなら、自分が傷ついたほうが一〇〇倍マシだ。彼を守れるなら、たとえ自分が犠牲になっても、後悔なんてするわけがなかった。

　火事場の馬鹿力というのだろうか。ナイフを握る近藤の腕に思いきり噛みついた。

「い、ってぇ！」

　近藤が腕を放した瞬間、千尋は寿鷹を守ろうと彼に向かって駆け走った。

「ふざけやがって！」

「千尋！」

　近藤の手が伸びてきて、肩に衝撃が走った。かと思えば、体を守るように彼の腕の中に抱きしめられた。

「っ……」

　彼は息を詰め、その呼気が千尋の髪を揺らす。

「ひさ、たか……？」

　いやな予感がした。

　肩にはたしかに衝撃が走ったのに、思ったほどの痛みはない。むしろ、彼にぎゅっと抱きしめられている力のほうが強くて、息苦しいほど。

「は、ははっ、や、やってやったぜ！　見ろ！　藤堂の頭を、俺が刺したんだ！　どうだ、俺の手柄だ！」

　近藤の叫びに、千尋は寿鷹の腕の中でなんとか身を捩って、彼の体を見た。その瞬間、さぁっと血の気が引く。

「寿鷹！」

　彼の肩には、近藤が刺したナイフが突き刺さっていた。千尋の肩に衝撃が走ったのはこれだったのだ。

　自分が刺されるはずだったのに、寿鷹が身代わりになって守ってくれた。彼を守るはずが、守られてどうする。

　寿鷹が死んでしまったらどうしようと涙が溢れてきた。

「きゅ、うきゅ……救急車を呼ばないと……な、ない、ないふ……ナイフは抜かないほうがいいんだっけ……違う、抜いて止血するんだっけ……どうしよう、どっちだっけ……」

　動揺と混乱と焦りで、自分でもなにを口走っているのかわからない。

「千尋、大丈夫だから落ち着け」

　寿鷹は安心させるように千尋をふたたび腕の中に抱きしめた。

「救急車はさっき呼んだが、もう一台追加しておく」

　塚本は言い、すぐに電話をかけ、スマートフォンを耳に当てながら場所と状況を説明している。先ほど喋っていたのは、千尋の状態をみて救急車を呼んでいたのだと知る。

「暴力は反対だが、お前は肩にナイフが刺さってるし、今なら誰も見てないから必要なら手を貸すぞ」

　通話を終えた塚本が、寿鷹に向かって言う。

「俺を誰だと思ってる。こんなのかすり傷だ」

　強がりでもなんでもなく、刺されたときの衝撃は感じたが、寿鷹の声は力強く、弱っているようには感じなかった。

「さてと。俺を刺したはいいが、次はどうするんだ？」

　近藤の目は泳ぎ、ドアの前で退路を断つように立っている塚本と、寿鷹とを交互に見ている。

「お前の相手は俺だろ。なによそ見してるんだ」

「はっ、イロを庇って刺されるとか笑えるぜ！　藤堂の頭もたいしたことねぇな！」

　寿鷹を刺して感情が昂ぶっているのか、興奮している近藤の目は血走っていた。

「勘違いしてるようだから訂正しておく。こいつはイロじゃなくてマブだ」

　イロだの、マブだの、隠語なのだろう。けれども千尋にその違いはわからなかった。

　それを聞いた近藤が狂ったように笑い出した。

「あーっはっはっは！　そいつはたしかに美人だが、男のマブを持つなんて、藤堂の頭もたいしたことねぇな！」

「本気の相手に、男も女も関係ない。それがわからないなんてつまらない男だな」

「なんだと！」

　おなじ部屋で叫ぶ近藤の声が、隣室から聞こえるように声が遠く感じる。

　――寿鷹は、本気の相手って今言った？

　本気の相手――それってつまり……。

「寿鷹は、俺に本気なのか？」

　彼の腕の中で顔をあげれば、口角を上げて彼は微笑んだ。

「俺のことが好きってこと？」

「そうだ」

「俺も寿鷹が好きだけど……俺の好きと、寿鷹の好きはおなじなのか？」

「俺のほうがお前に惚れてる分、気持ちは重いぞ」

　彼が好きだと自覚したばかりなのに、彼も千尋を好きだと言う。

「ちょっと待て。俺はお前のことを今さっき好きだって気づいたばかりなのに、お前はいつ俺のこと好きだって思ったんだ？」

「それは……」

　彼が言いかけたとき、「ふざけんな！」と怒声が飛ぶ。

「ふたりでいちゃいちゃしやがって！　俺を無視すんじゃねぇ！」

　近藤のことを忘れていたわけではないけれど、彼の告白に驚いて眼中になかった。

「救急車がそろそろ着くだろうから、さっさと片付けたほうがいいぞ。告白はそれからゆっくりすればいい。お互いにね」

　塚本が言えば、「そうだな」と彼も頷いた。

「俺のことをさっさと片付けろだと？　てめぇ、俺をその辺のザコと一緒にするんじゃねぇ！」

　塚本の言い方が気に入らなかったのか、くるりと向きを変えた近藤が塚本に向かって拳を振り上げた。

「塚本！」

　咄嗟に助けに走ろうとした千尋を、寿鷹は行かせないとぎゅうっと抱きしめた。助けにいこうにも、いけない状態だ。

「あいつなら大丈夫だ」

　けんかを嫌う塚本が殴られたら、千尋のように頬を腫らしてしまう。弁護士なのに、殴られた顔で仕事をすれば、それこそ信用問題にかかわるのではないのか。

　近藤はここに倒れている男達の中で一番地位が高かった。千尋をかばったからとはいえ、彼の腕をナイフで刺した男だ。

「お前が行っても足手纏いになるだけだぞ」

「え？」

「あいつは優男に見えるが、けんかは強い。見てみろ」

　殴りかかってくる近藤の拳を避けた塚本は、近藤の鳩尾に拳を叩き込んだ。

「かはっ」

　体を二つ折りにして膝から倒れた近藤は、呼吸をするのも苦しそうにのたうち回り、最後は動かなくなった。

「し、死んじゃった……？」

「気絶してるだけだから安心しろ」

　それを聞いてホッとする。いくら塚本が弁護士とはいえ、相手が死んでしまったら、過剰防衛になってしまうかもしれなかった。

　千尋と目が合った塚本は、「見られちゃったか」と、イタズラを見つかった子供のように淡く笑った。

　これですべて終わったのだと安心したら、ふいに膝から力が抜けていく。

「おっと。大丈夫か？」

　彼が支えてくれるが、それは千尋が言いたい。

「寿鷹こそ、ナイフが刺さったままなのに……」

「太い血管は切れてないから大丈夫だ」

「なんでそんなことわかるんだ？」

「日常茶飯事だから感覚でわかる」

　そうだった。彼はヤクザで、こういうことに慣れているのか、動じることなく片手でネクタイを解き、手際よく腕に巻き付けて圧迫している。

　表情ひとつ変わらず、千尋のほうが痛々しい顔つきになる。

「救急車が来たみたいだ。警察には俺から説明しておく。ふたりはまずは病院行きだ」

「サンキュ。助かった」

　どうやって彼と塚本はここまで来たのか。なぜこの場所がわかったのか。

　聞きたいことはいっぱいあるのに、体が思うように動かない。

「おい、千尋！」

「ごめん、なんか……眠いか、も…………」

　大麻の影響なのか、それとも気が緩んだのだろうか。薄れていく意識の中、自分を支えてくれているのは寿鷹だ。

　そう思うと、千尋は安心して目を閉じることができた。

　そういえば、イロだの、マブだの、目が覚めたらなんなのか聞こうと思ったそばから、意識は薄れていった。
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「ん…………」

　眩しい光が瞼に当たり、ゆっくりと目を開けた千尋が最初に目にしたのは、寿鷹の顔だった。

「ここは病院だから安心しろ」

「病院……」

　ベッドの反対側には点滴があり、千尋の腕には点滴の針が刺さっていた。

「大麻を吸ったからな。打撲もひどいし、経過観察でしばらく入院だそうだ」

「寿鷹は？　ナイフで刺された……」

「五針縫って終わりだ。たいしたことないって言ったろ」

　寿鷹の手が千尋の頬にそっと触れた。

「それよりも、きれいな顔が台無しだな」

　頬にガーゼを当てられているのか、彼の手の感触があまり伝わってこないのが寂しいと思ってしまう。

「あいつらはどうなった？」

　寂しさを誤魔化すように言えば、見透かしたようにクシャクシャと頭を撫でられた。

「塚本が警察を呼んで対応したから大丈夫だ」

「俺、大麻を吸ったから、警察に捕まるのか？」

「お前は大麻を所持していたわけでもなく、常習者でもない。むしろ被害者として相手を訴えられる。そのへんも塚本が対応にあたってる。お前が吸った大麻は幸い質が良いものだったから、体への影響もないから安心していい」

「そっか。退院したら、塚本に酒を奢らないと」

　迷惑をかけたお詫びに、塚本の好きなチョコレートもたくさん食わせてやろう。

「お前を助けたのに、俺には奢ってくれないのか？」

　千尋の髪の毛をいたずらにくるくる指先で弄りながら、からかうように言う。

「そう言えば、俺があそこにいるって、どうしてわかったんだ？」

　塚本と駅前で待ち合わせしていたけれど、千尋は途中で拉致され、けっきょく塚本には会えなかったのだ。なのになぜ、彼は助けに来られたのか、疑問が浮かぶ。

「待ち合わせ時間を過ぎてもお前が来ないって塚本から連絡がきた。それでお前の居場所をＧＰＳで探した」

「ＧＰＳ？　そんなの持ってないけど」

「お前のスマートフォンを少し弄った」

「は？」

　彼はバツが悪そうに告白した。

「お前がうちに来たとき、寝てる間にちょっとな」

「ちょっとなって、俺の携帯、ロックがかかってるのに、どうやって開いたんだ？」

　緊急通報を押せば警察や救急車に電話できるが、それ以外はロック画面のまま開かないのにどうやって？

「高校のとき、解除番号を自分の生年月日に設定してただろ。誰でもわかる番号は危険だから俺が変えたの覚えてるか？　あのときの番号を試してみたらビンゴだった」

　言われて、頬が熱くなる。あれから何度か機種変更をしたけれど、ロック解除の番号はあの頃とおなじままだ。

「覚えやすいから使ってるだけだ」

　特に深い意味はなく、ただ単純に覚えている番号をそのまま使っただけのことだ。それなのに、この空気に耐えられなくて布団を引っ張り顔を半分隠せば、くすりと笑われた。

「そのままでいいから、聞いてくれるか」

　ちらりと視線を向ければ、薄く笑う彼はゆっくりと話し始めた。

「高校の卒業式で、お前とはもう会わないと言ったのを覚えているか？」

　覚えているもなにも、忘れたことなんてなかった。あのときの言葉を思い返すだけで、胸が切なくなる。

　そんな千尋の気持ちを察してくれたのか、彼は申し訳なさそうに千尋の頭を優しく撫でてくる。

「あの日、俺のお袋が銃弾に撃たれて死んだんだ。親父と一緒に俺の卒業式に内緒で出席して驚かせようとしていたらしい。だけど親父を狙った鉄砲玉……敵対してる組のヤクザが親父が出てきたところを狙って銃口を向けた。それに気づいたお袋が身を盾にして親父を守った」

　ヤクザの世界のことはよくわからないけれど、死と隣り合わせに身を置く世界だということくらい千尋にもわかる。

「なんで言ってくれなかったんだ？」

　千尋には、一緒に悲しむことくらいしかできないけれど、それでも、ひとりでいるより誰かと一緒にいるだけで慰められることもある。

　それでも寿鷹はひとりでいることを選び、千尋に背を向けたのだ。

「あのときの俺は弱ってて、もしお前に言ったら、寄りかかりたくなる。お袋が死んではじめて、俺はお前の身を危険にさらす存在なんだと自覚させられた。このままお前と離れれば、お前の身は安全で、脅かされることはないと思った」

「それは、お前がヤクザだから？　お前と一緒にいたら、俺の身が危ないと思ったってこと？」

「そうだ」

　頭を撫でてくれていた手が止まり、「だが……」と彼は呟く。

「俺がお前から離れても、お前はうちの組とは関わりのないところで巻き込まれた」

「そうだよ。たとえお前が俺の身を案じて離れたんだとしても、今回みたいなこともあれば、病気や事故で死ぬことだってある。それこそお前に関係ないところでな」

　いやみを言うつもりはなかったけれど、彼の一方的な理由で千尋から離れたのかと思えば腹も立つ。

「ほんと、そのとおりだ」

「お前は自分勝手だ」

「ああ。自覚してる」

「あのとき、俺がどれだけ寂しかったか……」

　思い出すだけで、声が震えてしまう。

「離れていても、お前のことは塚本から聞いていた」

「そうだ、なんで塚本に俺の様子を探らせてたんだ？」

　頼まれた経緯を塚本から聞いたけれど、その理由は聞いていなかった。

「お前に会わないと自分で決めておきながら、お前の様子が気になるとか勝手だよな。それでもお前のことを知りたかった。会えなくても、離れていても、お前が無事なら安心できた」

「そこまで俺のことが気になるなら、ふつうに会いに来ればよかったじゃんか。友達じゃなくなったのに、わざわざ塚本に様子を探らせるとか、矛盾しすぎだろ」

　苦笑する彼は、「俺とお前は違うからな」と言う。

「なにが違うんだ？」

「俺はお前のことを友達だと思ったことはない」

　言われて、胸がどくん、といやな音をたてた。友達だと思っていたのはやはり自分だけだったんだと彼の口から告げられてしまった。

「……だよな。ただのセックスフレンドは友達って言わないか」

　自虐的に笑えば、「そうじゃない」と彼は言う。

「お前のことをセックスフレンドなんて思ったことは一度もない」

「は？」

　友達でもなければ、セックスフレンドでもない。なら千尋は彼にとって、いったいなんだったのか。

「意味がわからないんだけど」

「それがお前のデフォルトだから仕方ないな」

　千尋の性格を知り尽くしているからこその言葉だろう。それでも意味がわからない千尋は、早く教えてくれと続きを促す。

「俺はお前のことが好きだ」

「そ、それは……あのとき聞いた」

　思わず顔が熱くなる。

　尾形組の事務所に拉致され、助けに来てくれたとき、彼は「俺のほうがお前に惚れてる分、気持ちは重いぞ」と言った。

　千尋も、あんな状況だったからこそ、自分の気持ちを自覚できた。彼のことが好きだったんだと気づかされた。

「あの頃のお前は感情の機微に疎くて、恋愛に一切興味がなかった。そんなお前の気持ちを俺に向けさせるにはどうしたらいいか、これでも悩んだんだぞ。体から手に入れれば俺を意識するかと思ったが、体の相性は最高なのに肝心の恋愛はからっきしで、これは時間をかけてゆっくり口説き落とすしかないと諦めた」

「あの頃のセックスって、ただの性欲処理じゃなかったのか？」

　微苦笑する彼は千尋の髪に指を絡め、手遊びをしながら話す。

「そんなわけないだろ。お前は自分がまわりからどれだけ狙われているかまったく気づいていなかっただろ」

「俺が？」

「そうだ。お前に四六時中張り付いてけん制しても、隙あらばお前に告白しようとする男がどれだけいたことか。力尽くでお前をものにしようとする男もいたぞ。俺を負かせばどうにかなるだろうとしょっちゅうけんかを売られたもんだ」

「寿鷹が生意気だからじゃなくて？」

　千尋の突っ込みに、くすくす笑いながら話す。

「まあ、お前のナイト気取りで生意気とはよく言われたけどな」

　金魚の糞状態だったのは、そういう理由だったのかと、今はじめて知った。他人の感情に興味がないからというのもあるけれど、彼なくしては千尋の平和はなかったのだ。

「お前は自分の気持ちにすら気づいていなかったが、お前が俺に少なからず好意を持っていたのは知っていた」

「俺でさえ今さっき気づいたのに？」

「ああ。他人に興味がないお前が唯一俺には心を開いてたしな。男同士のセックスに嫌悪してもよさそうなのに、俺が相手だから許したのも知ってる」

　優しい目を向けられて、当時の千尋の気持ちを代弁するかのような言葉に、耳がくすぐったくなった。

「そ、それは、ただの性欲のはけ口っていうか……」

　もにょもにょと口籠もれば、プッと笑われた。

「性欲のはけ口で男に抱かれるとか、お前の性格じゃまずあり得ないだろ。その相手が俺じゃなく塚本だったらどうだ？」

「塚本？　そんなの無理に決まってる。考えたこともない」

　そういうことかと、言われてあらためて気づかされた。

「お前ってすごいな。俺でさえわからない俺の気持ちを言い当てるなんて」

「それだけお前に惚れてるってことだ。だから言っただろ。俺の気持ちのほうが重いってな」

「なるほど。そういうことか」

　納得すれば、「お前らしいけどな」と笑われた。

「お前は自分の気持ちに気づいていなくても、時間をかけて、俺のことが好きだと気づけばいいと思ってた。長期戦は覚悟の上で、卒業してからもお前とは付き合うつもりだった」

「だけど、お母さんが亡くなって、俺がお前と一緒にいたら、俺もいつか失うと思った？」

　正解だと、薄く笑う彼は千尋をまっすぐに見つめて言う。

「俺は、千尋が思ってる以上にお前に惚れてる。千尋の命が少しでも危険に晒されるのなら、二度と会わなくてもお前が安全に暮らせる日常を勝手に選んだ」

　千尋に相談もせず、千尋から離れることが千尋のためだと決めつけた。

「俺は生きる道は自分で決める」

「ああ」

「俺のためだとか、一緒にいないほうが安全だとか、そういうのはお前ひとりで決めることじゃない」

「その通りだ」

「俺は、寿鷹が好きだ。大好きだ」

　目をみて告白すれば、彼の顔が近づいてきた。

「面と向かって告白されると、やっぱり嬉しいな。お前が自分の気持ちに気づいてくれてよかった……」

　唇にちゅっと触れるだけのキスは神聖な儀式のようだった。

「ほんとはもっとお前に触れたいけど、退院してからだな」

　七年も会わなかったぶんの文句は、これからいくらでも言えばいい。

　千尋はこれから、いつでも彼と会えるのだから――。
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「ぅん……」

　退院後、病院から彼の家に連れて来られて、まっすぐに寝室へ向かった。

　高校生の頃みたいに、キスをしながら服を脱がせ合う。

　一度唇を重ねれば、ほんのわずかな時間も離れたくないと思うほど、彼のことを独占したい欲求は高まるばかり。

　味蕾を擦りつけて舌を絡め、付け根をキツく吸われれば、おなじように吸い返す。

　混じり合う唾液が甘く感じるほど脳は痺れて、溢れる唾液を嚥下すれば、まるで媚薬のように体が蕩けだす。

「ぁ……肩の傷、大丈夫なのか？」

　薄く目を開ければ、肩に巻かれた包帯が視界に入り、名残惜しくも唇を離す。

「無茶をしなければ大丈夫だ」

「抜糸はいつ？」

「来週だ」

　抜糸前に、傷が開かないように気をつけなければ。

「俺が準備するから、横になって」

　肩の傷に触れないよう、そっとベッドに押し倒す。キスで感じてくれたのか、彼の屹立はすでに兆していた。身を倒して、熟れた先端にチュッと口づける。

「無理しなくていいぞ」

「俺がしたいからするだけ……」

　唇をぺろりと湿らせてから、亀頭を口に咥えた。唇を押しつけてゆるゆると扱き、小孔に舌を差し込む。滲み出る甘露を舐め取れば、それだけで体が震えるほどの悦びが全身に広がっていく。

「俺にも舐めさせろ」

　腹筋だけで身を起こした彼は、千尋の腰を掴んで体の向きを変えさせた。

「こ、この体勢、すごく恥ずかしいんだけどっ」

　ふたたび寝転がった彼の顔を跨ぐ体勢で脚を広げさせられ、千尋のペニスも、後孔も丸見えだ。

「舐めてくれないのか。さっきのすごく気持ちよかったぞ」

　気持ちいいと言われれば嬉しくなり、彼の腹に胸を合わせる形で寝そべり、カリ首をちろちろ舐める。ただでさえ大きい彼のペニスがグンと体積を増し、さらに力強い形へと変わっていく。

　きれいに剥けている亀頭は赤みが濃く、丸くやわらかい筋が茎にまっすぐ走っている。たっぷりと重さがある陰嚢は左右均等で、千尋の片手で握っても指が回りきらない竿は硬く、長大だ。

　観察するように彼の雄を余すことなく丹念に舐めれば硬度を増し、亀頭を口腔に迎え入れ、舌を裏筋に当てながら抜き差しを繰り返す。

　これは高校生のときに彼から教えられたやり方だ。七年も前のことなのに、体は覚えていた。

「っ……」

　彼が息を詰め、鈴口から覚えのある味が滲みでてきた。それが美味しいわけでもないのに、彼の体液だと思うと甘美に感じるのだから不思議だ。

　けれども千尋が夢中になって彼の雄を咥えられたのはここまで。ふいに両方の尻たぶに手が置かれ、蕾を捲るように開かれた。

　秘めた箇所が彼の眼前に晒される羞恥に腰を捩れば、逃げるのを許さず、彼の手にしっかりと尻をホールドされてしまった。

「ぁっ」

　ふいにあたたかい感触が肌に触れた。窄まりを舐め溶かすように、舌先でくるくると円を描かれれば、首筋から爪先まで電気が走ったようにぞくぞくと痺れ、背筋がしなる。

　右回り、左回りと交互に描く円はたっぷりと唾液を纏い、皺を伸ばすように解されていく。

　ぴちゃぴちゃと立つ水音に官能を煽られ、中心の蕾がひくひくと息づけば、つぷりと舌先が潜り込んできた。

「あぁっ」

　すぐに閉じようとする蕾に親指を引っ掛け、左右に引っ張られた。

「やぁ」

　晒された粘膜にふっと息を吹きかけられ、甘ったるい声が室内に響く。

　空気に触れて温度差を感じるそこに、熱い舌が差し込まれた。

　襞を味わうように舐め溶かされ、ヌクヌクと挿入を連想させる動きに似せた抽挿は大きな快楽のうねりとなる。

　千尋の体から力が抜け、芯がない人形のようにふにゃりとしてしまう。

「息がかかって、くすぐったいんだが」

　くすっと笑う声に、与えられる快楽を享受するばかりで、呼気が彼の雄をくすぐっていたことに気づかされる。

　自分ばかり気持ちよくなるのではなく、彼にもいっぱい感じてほしかった。

「ぅむ……」

　体に力は入らなくても、口淫はできる。

　熟れた果実のように瑞々しい亀頭を咥え、舌の上にのせたペニスを喉の奥へと導く。

　嘔吐く手前で一度止め、呼吸を整えてからさらに奥へと飲み込んだ。

「っ……それ、ヤバイな……」

　苦しいけれど、彼の雄だと思えば愛しくて、ゆっくりと抜き差しすれば、独特の苦みがとろりと滲み出てきた。

　じゅぷじゅぷと浅い場所を扱き、ぬるりと奥まで飲み込む。

　舌先を裏筋に這わせて、上顎に擦りつけながらペニスを引き抜けば、腹を叩くほど勃起したペニスは血管が浮き出るほどパンパンだ。

「やぁ……」

　彼の雄を口から引き抜いたタイミングで、千尋の蕾に指が入ってきた。指と一緒に潜り込んだ舌から唾液を注がれ、くちゅくちゅと立つ水音に羞恥を煽られる。

　一度指を引き抜かれたかと思えば、二本に増やされた指が入ってきた。

「んぁ」

　中をくつろげるようにバラバラに動かされ、唾液を足しながらヌクヌクと拡げられていく。

「ああっ！」

　ふいに触れられたそこは、千尋が中で感じる場所のひとつだ。射精してしまいそうなほどの熱の塊が、腹の奥底から迫り上がってくる。

　コリコリと引っ掻かれ、指の腹で押し上げるように撫で擦られれば、脳内がスパークした。

「イく、イっちゃう、あぁ――っ」

　触れられてもいないペニスから、白濁が散った。

「たっぷり出たな」

　彼の腹を濡らしたそれを指で掬い取り、後孔に塗りつけられた。

「ぁぁ……」

　達したばかりで息も整わないうちに、また千尋の感じる場所を指先で擦られる。

　脱力した体は打ち上げられた魚のようにビクビクと痙攣し、そこから指が抜けたかと思えば体を入れ替えられた。

　脚を肩に抱えられ、彼の雄がヒクつく蕾に宛がわれた。

「挿れるぞ」

　呼吸をするように閉じたそこが開くタイミングで、グッと圧をかけられ、メリメリと音がしそうなほど彼の形に輪が広げられていく。

　いくら解されても広げるには限界がある。これ以上は無理だと逃げてしまう腰を引き戻され、開かれていく。

「うぅ……」

「もう少しだ」

　高校生の頃はそれこそ週末になるとセックスばかりしていた。それでも、受け入れる瞬間だけは慣れることはなかった。

　そもそも、彼の雄が規格外に大きいのが問題だと思う。比べる対象は千尋自身だけだが、太さも長さも、二回りほど違うのだ。

「も……むり…ぃ、たい……」

　彼と繋がりたい気持ちはあるけれど、この間は媚薬が効いていたから受け入れられた。けれども今はアルコールも飲んでいなければ、あれだけ解されたのに頑なだ。

「ここを弄られるの好きだったよな」

　ふいに両方の乳首をつままれ、コリコリと捩られた。

「ぁん」

　無防備に晒されていた乳首から、体の芯に甘い痺れが広がった。

　粒を押し潰したままくりくりと捏ねられ、ジンジンと疼くそこが性感帯だと教え込まれた昔の記憶のまま、飾りでしかないそこが彼の指によって、ぷっくりと腫れて赤く色づいていく。

　千尋が乳首で感じれば、これまでにない圧で彼の亀頭がググッとめり込んできた。

「ぃ、たいっ」

　もうダメだと思った瞬間、くぷりと亀頭を呑み込んだ。

「ぅ、くっ」

　ゆるく腰を揺すられ、熱塊が粘膜を焼くように、彼を受け入れた場所が熱くてたまらない。

「あっ、あぁっ！」

　彼の雄が奥へと進入すれば、焼け爛れたようにヒリつく。めいっぱい開かされて、彼の雄を埋め込まれて、その熱はこの間の比ではなかった。媚薬を使われていないシラフの状態が、こんなにもダイレクトに凄まじく感じるのかと焦りが募る。

「む、り……ぜんぶ、入らな……あぁっ」

　剛直に弱音を吐けば、千尋が射精した感じる場所をゴリゴリと擦られた。

「やあぁ！」

　熱くて痛いのに、気持ちよさが上回ってくる。彼の亀頭で何度もそこを引っ掛けるように擦られて、千尋の細いペニスから蜜が糸を引いてきた。

「ここでもう一回イっとくか？」

　ぐちゅぐちゅと聞こえる水音に、熱はさらに上がっていく。

「それとも、奥で俺を受け止めてくれるか？」

　ゆるゆると腰を進められて、喰い絞めるように蠕動する襞を絡みつかせたまま、猛るペニスは狭道を確かめるようにじわじわと浸食してくる。

　目を開けていられず閉じた瞼には、チカチカと光が点滅していた。

　二度も達したのに、甘く痺れる体は彼の熱さを快楽へと変換させ、もっともっと、彼を感じたい、受け止めたいと欲張りになる。

「奥、奥でイきたいっ」

　もうなにも考えられずに酩酊した頭で叫べば、彼の凶悪な猛りが一息に奥を貫いた。

「ぅあぁっ」

　奥を突かれた衝撃で、千尋のペニスから白濁が散った。三度目なのにまだ出るのかと自分でも驚くほど、腹の上に体液が飛び散る。

「っ……俺も、あまり持たないな……」

　息を詰めた彼は、抽挿を開始した。

「あぁ」

　イったばかりで体はキツいのに、ギリギリまで引き抜いてはズルリと呑み込まされて、ガツガツと穿たれれば甘ったるい声が漏れてしまう。

　最奥を抉るように突かれれば、そこが突き当たりではないと教えるように、鈍い痛みとともに彼の雄がこじ開けるように腹の奥深くを犯してきた。

「ぁ……あぁ……ぁ、あぁ……」

「悪い、自制できない……っ、お前の奥まで暴かせてくれっ」

　それははじめての感覚だった。彼とは何度もセックスしたのに、最奥だと思っていたさらに奥にもまだ道があるのだと教えられた。

「い、いよ……好きに、して……ぁぁっ」

　そこはたしかに鈍痛を感じるのに、それだけではなく、体の深部を侵されているという未知の感覚だった。

　ゆっくりと進入してきたそこで抽挿を開始され、爪先まで震えるほどの快楽に、千尋のペニスからぴゅっ、ぴゅっとなにかが噴き上がった。

「やあ、な、に……あ、あぁっ」

　尿を漏らしているのかと焦るけれど、自分では止められなかった。

「潮吹きだから心配するな。それだけ深くお前が感じている証拠だ」

　そう教えられても、ぴゅっぴゅっと飛ぶそれはお漏らしみたいで恥ずかしい。

「イくぞっ」

　千尋の羞恥を散らすようにガツガツと穿たれ、最奥のさらに奥を侵された。激しい抽挿は嵐の中の小舟に乗っているように、ギシギシと軋むベッドは壊れそうなほど音を立てている。

　千尋の尻に彼の陰嚢が何度も何度も打ちつけられ、深く串刺しにされて、あれだけ痛かったのが嘘のように彼を離すまいと千尋の中が彼の剛直に絡みついている。

　ググッと最奥の先に潜り込んできた亀頭の熱さに、千尋はまた飛沫を上げた。

「あぁぁ――」

「くっ」

　続けて彼も息を詰め、熱い欲望が奥深くに叩きつけられた。

　二度、三度と吐き出される粘りに濡らされて、彼にすべてを暴かれてしまった。

「大丈夫か？」

「ん……だい、じょぶ……」

「まだ足りない。動いてもいいか」

　千尋が返事をするよりも先に、ゆるゆると腰を動かされた。

「ぁ、んっ」

　注ぎ込んだ証しを塗りつけるように、一度達してもまだまだ硬い彼のペニスは再びさざ波のような抽挿から嵐のように激しくなっていって――。
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「それで、これがお礼ってわけだ」

　カウンターのいつもの席に座った塚本の前に、山盛りのチョコレートとカクテルを置く。

「好きなだけ飲んでくれ。チョコのお替わりもいっぱいあるから」

「いくらチョコ好きでも、そんなに食えないって」

　笑いながらチョコレートを口へ運ぶ塚本は、入院した翌日に見舞いに来たので礼を言った。

　榊や近藤達は、麻薬所持使用に覚醒剤所持、拉致監禁、暴行罪で逮捕され、尾形組は近々解散すると寿鷹から聞いた。シャングリアは店を閉めているが、今後どうなるのか千尋にもわからない。

「鈴にも迷惑いっぱいかけてごめんな。店大変だったろ」

「忙しい時間は塚本さんが手伝ってくださったので大丈夫です」

　そう言う鈴の顔がほんのり赤いのは気のせいだろうか。

「そう言えば塚本は鈴が好きって言ってたけど、あれからどうなったんだ？」

　聞きそびれていたままだったのを思い出して口にすれば、「ちょっと裏の在庫確認してきます」と鈴は引っ込んでしまった。

「お前のそういう無神経なところ、昔からだよな。藤堂はお前のどこを好きになったんだか」

「俺のことずっと好きだったって言ってた」

　塚本の言葉に乗っかれば、呆れたようにため息をつかれた。

「そんなの俺だけじゃなくて、同級生はほぼ全員知ってるぞ」

「え、そうなのか？」

　それはさすがに大袈裟なんじゃないかと思うけれど、寿鷹も『自分がどれだけ狙われているかまったく気づいてなかっただろ』と言っていたっけ。

　ほんとうにそうなのか、思い出したところで今さらだ。

　大事なのは現在で、これから彼とどうなるのか、人生なにが起こるかわからないからこそ、今を大事に生きたいと思う。

「それで、引っ越しはいつだ？」

「来週の休みに、組の人も手伝いに来るって」

　心配性なのか、退院したその足で彼の家に泊まった翌朝、「一緒に暮らさないか？」と提案された。

　そう遠くもない場所に住んでいるから、別にこのままでもよかったけれど、朝も夜も、休日は一日中彼の顔を見られる環境で暮らすのも悪くはないかも……それこそ高校生のときのように。

　そう思ったら、素直に頷いていた。

「引越祝いはなにがいい？」

「くれるのか？」

「お祝いだからね。七年もすれ違ったぶん、幸せになれよ」

「なんだよ。その言い方だと、これまで俺が全然幸せじゃなかったみたいじゃんか」

「そういう意味じゃなくて、これからはふたりで幸せに暮らせよってこと」

　塚本は、高校を卒業してからずっと、千尋のことを気にかけてくれていたのだ。最初は寿鷹に頼まれたからだとしても、七年もの間見守ってくれていたことに変わりなかった。

「お前っていいやつだな」

　カクテルとチョコレートだけでは気持ちを伝えきれず、カウンター越しに身を乗り出して塚本の首に腕を回して抱きついた。

「おい、なんだ急に？」

「今までありがとうってことで、お礼のハグ」

　ぎゅうぎゅうと抱きつけば、「苦しい……」と嫌がられてしまった。

「そんな苦しくしてないだろ」

　腕を回したまま塚本の顔を近距離で見れば、「こんなとこあいつに見られたら面倒だから離してく……」と言いかけている途中で店のドアが開いた。

「いらっしゃいませ」

　入り口に顔を向ければ、来店したのは寿鷹だった。ドアを開けたまま固まっている。

「寿鷹？」

　塚本から腕を放してカウンターの内側に立てば、ハッとしたように彼も歩いて来た。

「今のはなんだ」

「誤解するなよ。ただの感謝のハグだ」

　塚本は彼にそう言い、「だから言っただろ」と後半は千尋に向けて言った。

　ただお礼のハグをしただけなのに、ふて腐れたような表情を浮かべるのが子供っぽくて、なんだか可愛くて笑ってしまった。

「そうだ。抜糸までアルコールはダメだからな」

　先手を打って言えば、彼はしぶしぶ「ジンジャエール」と呟いた。

「驚いた。お前でも尻に敷かれるんだな」

　からかう塚本の言葉はスルーして、自家製のジンジャーシロップをお湯で割り、輪切りにしたライムを浮かべる。

「炭酸じゃなくてホットにしたから、体が温まるよ」

　彼専用のカップで出せば、「お前だけ特別か」とまたしてもからかう塚本に、チャームのチョコレートを山盛りに継ぎ足してやった。

「遠慮なく食えよ」

「だからチョコ好きでもこんなに食えないって」

　と言いながらも、口に頬張るのだから、塚本はそうとうな甘党だ。

「鈴にも教えてやろう」

「なにが？」

　鈴の名前が出るとすぐに反応する塚本は、続く千尋の返事を待っている。鈴のことだから、塚本が甘党だと気づいているとは思うけれど。

　ふたりの関係はいったいどうなったのか。気になるけれど、いずれ話すときがきたら教えてくれるだろうと今は口を噤む。

　ふふっと笑う千尋に教える気はないと察したのか、チョコを頬張りながら、塚本は問い詰めてこなかった。

「さっきも話してたんだが、お前ら一緒に住むんだってな」

「ああ。そのほうが安心できるしな」

　ふたりの会話を耳にしながらつい笑顔になってしまうのは、きっと今が幸せだからだ。

　これからは彼と一緒に歩いていく。

　できればこの先ずっと。いつまでも。

　恋と気づくまで時間はかかったけれど、恋と気づいたときから、彼のことを愛していると口にする日まで、そう遠くはないかもしれない――。
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※この作品はフィクションであり、実在の人物、団体、事件とは一切関係ありません。
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